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(57)【要約】
本開示は無線通信ネットワークのためのＤ２Ｄ対応ノー
ド（１０）に関し、Ｄ２Ｄ対応ノード（１０）は、少な
くとも２つのキャリア又は帯域（ｆ１，ｆ２）を含むキ
ャリア又は帯域の組み合わせのために適合され、Ｄ２Ｄ
対応ノードは、Ｄ２Ｄ動作のために２つのキャリア又は
帯域（ｆ１，ｆ２）の少なくとも１つを使用し、セルラ
ー動作のために少なくとも２つのキャリア又は帯域（ｆ
１，ｆ２）の残りの少なくとも１つを使用するように適
合される。本開示はデバイス及び方法にも関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信ネットワークのためのＤ２Ｄ対応ノード（１０）であって、前記Ｄ２Ｄ対応ノ
ード（１０）は、少なくとも２つのキャリア又は帯域（ｆ１，ｆ２）を含むキャリア又は
帯域の組み合わせのために適合され、前記Ｄ２Ｄ対応ノードは、Ｄ２Ｄ動作のために前記
２つのキャリア又は帯域（ｆ１，ｆ２）の少なくとも１つを使用し、セルラー動作のため
に前記少なくとも２つのキャリア又は帯域（ｆ１，ｆ２）の残りの少なくとも１つを使用
するように適合される、Ｄ２Ｄ対応ノード。
【請求項２】
　前記Ｄ２Ｄ対応ノード（１０）は、キャリア及び／又は帯域の少なくとも１つの組み合
わせを含む能力情報を取得するために適合され、前記Ｄ２Ｄ対応ノードは、前記組み合わ
せで同時Ｄ２Ｄ及びセルラー動作のために構成されるように適合される、請求項１に記載
のＤ２Ｄ対応ノード。
【請求項３】
　前記Ｄ２Ｄ対応ノード（１０）は、前記Ｄ２Ｄ対応ノードの能力に関する能力情報をネ
ットワークノード及び／又は第２Ｄ２Ｄ対応ノードへ送信するために適合され、前記能力
情報は、Ｄ２Ｄ及びセルラー動作を同時に実行するように前記Ｄ２Ｄ対応ノードが構成さ
れうるキャリア及び／又は周波数帯の組み合わせを示しうる、請求項１又は２に記載のＤ
２Ｄ対応ノード。
【請求項４】
　無線通信ネットワークのためのＤ２Ｄ対応ノード（１０）であって、前記Ｄ２Ｄ対応ノ
ード（１０）は、別のＤ２Ｄ対応ノードに関する能力情報を受信するように適合され、前
記能力情報は、Ｄ２Ｄ及びセルラー動作を同時に実行するように前記別のＤ２Ｄ対応ノー
ドが構成されうるキャリア及び／又は帯域の少なくとも１つの組み合わせを示す、Ｄ２Ｄ
対応ノード。
【請求項５】
　前記Ｄ２Ｄ対応ノード（１０）は、前記能力情報を要求するように適合される、請求項
４に記載のＤ２Ｄ対応ノード。
【請求項６】
　無線通信ネットワークのためのＤ２Ｄ対応ノード（１０）を動作させるための方法であ
って、前記Ｄ２Ｄ対応ノード（１０）は、少なくとも２つのキャリア又は帯域（ｆ１，ｆ
２）を含むキャリア又は帯域の組み合わせのために適合され、前記Ｄ２Ｄ対応ノードは、
Ｄ２Ｄ動作のために前記２つのキャリア又は帯域（ｆ１，ｆ２）の少なくとも１つを使用
し、セルラー動作のために前記少なくとも２つのキャリア又は帯域（ｆ１，ｆ２）の残り
の少なくとも１つを使用する、方法。
【請求項７】
　前記方法は、キャリア及び／又は帯域の少なくとも１つの組み合わせを含む能力情報を
取得することを更に有し、前記Ｄ２Ｄ対応ノードは、前記組み合わせで同時Ｄ２Ｄ及びセ
ルラー動作を実行するように構成されうる、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記方法は、前記Ｄ２Ｄ対応ノードの能力に関する能力情報をネットワークノード及び
／又は第２Ｄ２Ｄ対応ノードへ送信することを更に有し、前記能力情報は、Ｄ２Ｄ及びセ
ルラー動作を同時に実行するように前記Ｄ２Ｄ対応ノードが構成されうるキャリア及び／
又は周波数帯の組み合わせを示しうる、請求項６又は７に記載の方法。
【請求項９】
　Ｄ２Ｄ対応ノード（１０）を動作させるための方法であって、前記方法は、別のＤ２Ｄ
対応ノードに関する能力情報を受信することを有し、前記能力情報は、Ｄ２Ｄ及びセルラ
ー動作を同時に実行するように前記別のＤ２Ｄ対応ノードが構成されうるキャリア及び／
又は帯域の少なくとも１つの組み合わせを示す、方法。
【請求項１０】
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　前記能力情報を要求することを更に有する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　無線通信ネットワークのためのネットワークノード（１００）であって、前記ネットワ
ークノード（１００）は、第１Ｄ２Ｄ対応ノード（１０）から、前記第１Ｄ２Ｄ対応ノー
ドの能力情報を含む能力インジケーションを受信するために適合され、前記能力情報は、
Ｄ２Ｄ及びセルラー動作のために前記第１Ｄ２Ｄ対応ノードが構成されるように適合され
うるキャリア及び／又は帯域の少なくとも１つの組み合わせを示しうる、ネットワークノ
ード。
【請求項１２】
　前記ネットワークノード（１００）は、１つ以上の無線動作タスクのために前記受信し
た能力情報を使用するために適合される、請求項１１に記載のネットワークノード（１０
０）。
【請求項１３】
　ネットワークノード（１００）を動作させるための方法であって、前記方法は、第１Ｄ
２Ｄ対応ノード（１０）から、前記第１Ｄ２Ｄ対応ノードの能力情報を含む能力インジケ
ーションを受信することを有し、前記能力情報は、Ｄ２Ｄ及びセルラー動作のために前記
第１Ｄ２Ｄ対応ノードが構成されるように適合されうるキャリア及び／又は帯域の少なく
とも１つの組み合わせを示しうる、方法。
【請求項１４】
　１つ以上の無線動作タスクのために前記受信した能力情報を使用することを更に有する
、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　制御回路によって実行可能な命令を含むコンピュータプログラム製品であって、前記命
令は前記制御回路によって実行された場合に請求項６乃至１０又は１３乃至１４の何れか
１項に記載の方法を前記制御回路に実行及び／又は制御させる、コンピュータプログラム
製品。
【請求項１６】
　制御回路によって実行可能な命令を格納するように適合された記憶媒体であって、前記
命令は請求項６乃至１０又は１３乃至１４の何れか１項に記載の方法を前記制御回路に実
行及び／又は制御させる、記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、無線通信の文脈においてキャリア組み合わせを利用してＤ２Ｄ及びセルラー
動作を実行することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥが互いに近くにあるならば、これらは従来のセルラー通信（
図３）とは異なって、データ通信のための（例えば図１のような）「直接モード」又は（
例えば図２のような）「局所経路」パスを用いることができてもよい。「ＰｒｏＳｅ」（
PROximity Services：近接サービス）とも呼ばれうるこのようなデバイス間通信（Ｄ２Ｄ
）において、ソース及びターゲットは、Ｄ２Ｄ対応ノード、例えばＵＥのような無線デバ
イスである。Ｄ２Ｄ又はＰｒｏＳｅの潜在的な利点の一部は、セルラーネットワークの負
荷軽減、より高速な通信、関心のある（例えば、同じアプリケーションを実行中の）周囲
の無線デバイスを認識しやすくなること、短距離に起因する高品質リンクなどである。Ｄ
２Ｄ通信の一部の魅力的な用途は、ビデオストリーミング、オンラインゲーム、メディア
ダウンロード、ピア・ツー・ピア（Ｐ２Ｐ）、ファイル共有などである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
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　セルラーシステムへのＤ２Ｄ能力の導入は、例えばリソースの使用及び／又は効率的か
つ信頼できる通信機能の提供に関して、全く新しい挑戦の集合を与える。
【０００４】
　本開示の１つの目的は、セルラーデバイスのＤ２Ｄ関連機能を改善することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　無線通信ネットワークのためのＤ２Ｄ対応ノードが開示される。Ｄ２Ｄ対応ノードは、
少なくとも２つのキャリア又は帯域を含むキャリア又は帯域の組み合わせのために適合さ
れ、Ｄ２Ｄ対応ノードは、Ｄ２Ｄ動作のために２つのキャリア又は帯域の少なくとも１つ
を使用し、セルラー動作のために少なくとも２つのキャリア又は帯域の残りの少なくとも
１つを使用するように適合される。したがって、異なるキャリアが異なる機能のために使
用されてもよい。
【０００６】
　さらに、無線通信ネットワークのための（第２）Ｄ２Ｄ対応ノードが開示される。Ｄ２
Ｄ対応ノードは、別のＤ２Ｄ対応ノードに関する能力情報を受信するように適合され、能
力情報は、Ｄ２Ｄ及びセルラー動作を同時に実行するように別のＤ２Ｄ対応ノードが構成
されうるキャリア及び／又は帯域の少なくとも１つの組み合わせを示す。
【０００７】
　さらに、無線通信ネットワークのためのＤ２Ｄ対応ノードを動作させるための方法であ
って、Ｄ２Ｄ対応ノード（１０）は、少なくとも２つのキャリア又は帯域（ｆ１，ｆ２）
を含むキャリア又は帯域の組み合わせのために適合され、Ｄ２Ｄ対応ノードは、Ｄ２Ｄ動
作のために２つのキャリア又は帯域（ｆ１，ｆ２）の少なくとも１つを使用し、セルラー
動作のために少なくとも２つのキャリア又は帯域（ｆ１，ｆ２）の残りの少なくとも１つ
を使用する、方法。
【０００８】
　また、無線通信ネットワークのためのＤ２Ｄ対応ノードを動作させるための方法が記載
され、方法は、別のＤ２Ｄ対応ノードに関する能力情報を受信することを有し、能力情報
は、Ｄ２Ｄ及びセルラー動作を同時に実行するように別のＤ２Ｄ対応ノードが構成されう
るキャリア及び／又は帯域の少なくとも１つの組み合わせを示す。
【０００９】
　ネットワークノードが検討されてもよい。ネットワークノードは、第１Ｄ２Ｄ対応ノー
ドから、第１Ｄ２Ｄ対応ノードの能力情報を含む能力インジケーションを受信するために
適合され、能力情報は、Ｄ２Ｄ及びセルラー動作のために第１Ｄ２Ｄ対応ノードが構成さ
れるように適合されうるキャリア及び／又は帯域の少なくとも１つの組み合わせを示しう
る、ネットワークノード。
【００１０】
　ネットワークノードを動作させるための方法が示唆され、方法は、第１Ｄ２Ｄ対応ノー
ドから、第１Ｄ２Ｄ対応ノードの能力情報を含む能力インジケーションを受信することを
有する。能力情報は、Ｄ２Ｄ及びセルラー動作のために第１Ｄ２Ｄ対応ノードが構成され
るように適合されうるキャリア及び／又は帯域の少なくとも１つの組み合わせを示しうる
。
【００１１】
　制御回路によって実行可能な命令を備えるコンピュータプログラム製品が提案され、命
令は制御回路によって実行された場合に本書に開示される方法の任意の１つを制御回路に
実行及び／又は制御させる。
【００１２】
　さらに、制御回路によって実行可能な命令を格納するように適合された記憶媒体が開示
され、命令は本書に開示される方法の任意の１つを制御回路に実行及び／又は制御させる
。
【図面の簡単な説明】
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【００１３】
　図に示される主題に限定せずに本書に記載される概念を説明・図示するために図面が提
供される。
【図１】２つのＵＥ間の通信のためのＥＰＳにおける「直接モード」データパス。
【図２】ＵＥが同一のｅＮＢによってサービス提供される場合の２つのＵＥ間の通信のた
めのＥＰＳにおける「局所経路」データパス。
【図３】２つのＵＥ間のセルラー通信のためのＥＰＳにおけるデフォルトデータパスシナ
リオ。
【図４】例示のＤ２Ｄアーキテクチャ。
【図５】例示のＤ２Ｄ対応ノード。
【図６】例示のネットワークノード。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　一般に、ＵＥはＤ２Ｄ対応ノードの例又は代表としてみなされてもよく、Ｄ２Ｄ対応ノ
ードという用語は、明示的な別段の言及がない限り、ＵＥと交換可能であってもよい。ｅ
ＮＢ又は基地局はネットワークノードの１つの変形とみなされてもよい。
【００１５】
　マルチキャリア又はＣＡ可能なＤ２Ｄ対応ノード又はＣＡについて帯域組み合わせをサ
ポートするＵＥは、セルラー動作について帯域が使用されないとしても、Ｄ２Ｄ動作のた
めの組み合わせに含まれる帯域の１つを使用できなくてもよい。
【００１６】
　図１～図３において、無線通信ネットワーク内のユーザ機器の通信のための異なるセッ
トアップが示される。これらの図において、第１ノード又は第１ユーザ機器ＵＥ１は参照
符号１０で示され、第２ノード又は第２ユーザ機器は参照符号１２で示される。第１基地
局又はネットワークノードはＬＴＥ／Ｅ－ＵＴＲＡＮに従うｅノードＢ及び／又はＥＰＣ
であってもよく、参照符号１００を有し、第２基地局は、ＬＴＥ／ＵＴＲＡＮに従うｅノ
ードＢ及び／又はＥＰＣであってもよく、符号１０２で参照される。ノード１００、１０
２はＵＥ１０、１２の間のＤ２Ｄ通信のための調整ノードとして構成されてもよい。参照
符号２００はネットワークの高位層機能又はデバイスを示し、これに対して基地局１００
、１０２が接続され又は接続可能であってもよく、例えばＳＧＷ（サーバゲートウェイ）
及び／又はＰＧＷ（ＰＤＮゲートウェイ）及び／又はＭＭＥ（モビリティ管理エンティテ
ィ）のようなＬＴＥパケットコア要素である。
【００１７】
　ＵＥ１０、１２が互いに近くにあるならば、これらは従来のセルラー通信（図３）とは
異なって、データ通信のための（例えば図１のような）「直接モード」又は（例えば図２
のような）「局所経路」パスを用いることができてもよい。
【００１８】
　１つの取りうるＬＴＥ／Ｅ－ＵＴＲＡＮ実装に従うＤ２Ｄ動作のためのより詳細な例の
参照アーキテクチャが図４に示され、この図では共通の基地局又はｅノードＢ１００に接
続された２つのＵＥ１０、１２とのセットアップだけが示される。図４において、ＰＣｎ
は異なる参照点又はインタフェースを識別する。ＰＣ１は、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥ１
０又は１２で実行中のＰｒｏＳｅアプリケーションＰｒｏＳｅ　Ａｐｐの間の参照点を参
照し、ＰＣ２はサーバ又は基地局側のＰｒｏＳｅアプリケーションサーバとＰｒｏＳｅ機
能プロバイダとの間の参照点を参照する。ＰＣ３は、例えばディスカバリ及び／又は通信
のための、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥ１２とＰｒｏＳｅ機能との間の参照点を示す。ＰＣ
４は、例えばＵＥ１０と１２との間の１対１通信をセットアップするための、ＥＰＣとＰ
ｒｏＳｅ機能との間の参照点を参照する。ＰＣ５は、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥ１０とＤ
２Ｄ対応ノード又はＵＥ１２との間、例えばＵＥ間の直接又は中継通信に用いられてもよ
いＤ２Ｄ通信に関与する第１ノードと第２ノードとの間の参照点である。ＰＣ６は、例え
ばＵＥ１０、１２が異なるＰＬＭＮ（パブリックランドモバイルネットワーク）に加入さ
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れるならば、異なるネットワークのＰｒｏＳＥ機能間の参照点を識別する。ＳＧｉは、と
りわけアプリケーションデータ及び／又はアプリケーションレベル制御のために用いられ
うるインタフェースを示す。ＥＰＣ（発展型パケットコア）は一般に、複数のコアパケッ
ト機能又はエンティティ、例えばＭＭＥ、ＳＧＷ、ＰＷＧ、ＰＣＲＦ（ポリシー課金・ル
ール機能）、ＨＳＳ（ホーム加入者サーバ）等を含んでもよい。Ｅ－ＵＴＲＡＮは図４の
構成の好適なＲＡＴである。ＬＴＥ－ＵｕはＵＥ１０、１２と基地局１００との間のデー
タ送信コネクションを示す。
【００１９】
　図５は概略的にＤ２Ｄ対応ノード又はユーザ機器１０を示し、これはより詳細にデバイ
ス間通信のノードであってもよい。ユーザ機器１０は、メモリに接続されたコントローラ
を備えてもよい制御回路２０を備える。受信モジュール及び／又は送信モジュール及び／
又は制御モジュールは、制御回路２０内に、特にコントローラ内のモジュールとして実装
されてもよい。ユーザ機器はまた、送信及び受信又は送受信機能を与える無線回路２２を
備えてもよく、無線回路２２は制御回路に接続されている又は接続可能である。ユーザ機
器１０のアンテナ回路２４は信号を収集又は送信及び／又は増幅するために無線回路２２
に接続されている又は接続可能である。無線回路２２及びこれを制御する制御回路２０は
、デバイス間通信のために、特に本書に記載されるＥ－ＵＴＲＡＮ／ＬＴＥリソースを利
用し及び／又は割り当てデータを受信し及び／又は割り当てデータに基づいてＤ２Ｄデー
タを送信するように構成される。
【００２０】
　図６は基地局１００を概略的に示し、これは特にｅノードＢであってもよい。基地局１
００は制御回路１２０を備え、これはメモリに接続されたコントローラを備えてもよい。
構成部及び／又は判定部が制御回路に含まれてもよく、後者は特に基地局が調整ノードと
して構成される場合である。制御回路は基地局１００の無線回路１２２を制御するように
接続され、これは受信機及び送信機及び／又は送受信機機能を与える。特に基地局がＤ２
Ｄ通信のデバイスとして参加するように構成されるならば、制御回路１２０が本書で開示
される抽出部を備えることが検討されてもよい。アンテナ回路１２４は、良好な信号受信
又は送信及び／又は増幅を与えるために無線回路１２２に接続されている又は接続可能で
あってもよい。
【００２１】
　図に示されるユーザ機器のそれぞれ又は任意１つは、本書に記載されるユーザ機器又は
Ｄ２Ｄ対応ノードによって実行される方法を実行するように適合されてもよい。これに代
えて又はこれに加えて、図に示されるユーザ機器のそれぞれ又は任意のものは、本書に記
載されるユーザ機器又はＤ２Ｄ対応ノードの機能の任意の１つ又は任意の組み合わせを備
えてもよい。図に示されるネットワークノード又はｅＮＢ又は基地局のそれぞれ又は任意
の１つは、本書に記載されるネットワークノード又は基地局によって実行される方法を実
行するように適合されてもよい。これに代えて又はこれに加えて、図に示されるネットワ
ークノード又はｅＮＢ又は基地局のそれぞれ又は任意の１つは、本書に記載されるネット
ワークノード又はｅＮＢ又は基地局の機能の任意の１つ又は任意の１つの組み合わせを備
えてもよい。
【００２２】
　複数のキャリア周波数を有するシステムにおいて、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、例え
ば測定の実行時又は信号又はチャネルの送信又は受信時に、並列に又は順次に２つ以上の
キャリア周波数で動作してもよい。２つ以上のキャリア周波数での同時動作又は並列動作
は一般に、順次の動作よりも、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥにおける高い複雑さ及びより複
雑な受信機構造を必要としうる。
【００２３】
　周波数間動作は一般に、サービング周波数（群）とは異なるキャリア周波数での動作、
例えば測定（例えば、周波数間ＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ及びＲＳＴＤ）及び／又はブロードキ
ャストチャネルの受信（例えば、ＰＢＣＨでのシステム情報読み出し）を参照してもよい
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。単一受信機チェインを有するＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥは通常、周波数間動作のための
測定ギャップを必要としてもよい。他のＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、常に又はある条件
において測定ギャップなしに周波数間動作が可能であってもよい。
【００２４】
　周波数間動作とのＣＡ（キャリア集約）の差は、キャリア集約においてＤ２Ｄ対応ノー
ド又はＵＥが、プライマリサービングセルではない複数のサービングセル上の又はサービ
ングセル（群）での動作の可能性を有することである。
【００２５】
　このようなマルチキャリア又はキャリア集約セルラーシステムにおいて、キャリアは一
般にコンポーネントキャリア（ＣＣ）と呼ばれ、セル又はサービングセルと参照されるこ
ともある。原則として、各ＣＣは複数のセルを有する。キャリア集約（ＣＡ）という用語
はまた、「マルチキャリアシステム」、「マルチセル動作」、「マルチキャリア動作」、
「マルチキャリア」送信及び／又は受信と（例えば交換可能に）呼ばれる。
【００２６】
　これは、上りリンク及び／又は下りリンク方向におけるシグナリング及びデータの送信
にＣＡが用いられうることを意味する。ＣＣの１つはプライマリコンポーネントキャリア
（ＰＣＣ）であり、これはまた単にプライマリキャリア又はアンカーキャリアと参照され
てもよく、プライマリセル（Ｐセル）を規定する又はこれに対応してもよい。残りのＣＣ
はセカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）又は単にセカンダリキャリア又はさらに
は補助キャリアとも呼ばれ、１つ以上のセカンダリセル又はサービングセル（Ｓセル）を
規定する又はこれに対応してもよい。一般に、プライマリ又はアンカーＣＣは、不可欠な
Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥに固有のシグナリング及び／又は制御データを伝達してもよい
。プライマリＣＣ（ＰＣＣ又はＰセルとしても知られる）は、ＣＡにおける上りリンク及
び下りリンク方向の両方に存在してもよい。単一のＵＬ　ＣＣが存在する場合に、Ｐセル
はこのＣＣ上にあってもよい。ネットワークは、異なるプライマリキャリアを、同じセク
タ又はセルで動作する異なるＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥに割り当ててもよい。一般に、セ
ルという用語はＰセル又はＳセルを参照してもよい。
【００２７】
　一般に、無線通信ネットワークのための（第１）Ｄ２Ｄ対応ノードが開示される。Ｄ２
Ｄ対応ノードは、少なくとも２つのキャリア又は帯域を有するキャリア又は帯域の組み合
わせのために適合されてもよく、Ｄ２Ｄ対応ノードは、（例えば、Ｄ２Ｄ対応ノードのＤ
２Ｄモジュールを利用して）当該２つのキャリア又は帯域のうち少なくとも１つをＤ２Ｄ
動作のために使用し、（例えば、Ｄ２Ｄ対応ノードのセルラーモジュールを利用して）当
該少なくとも２つのキャリア又は帯域のうち残りの少なくとも１つをセルラー動作のため
に使用する。したがって、Ｄ２Ｄ対応ノードは、低い干渉又は干渉なしに、Ｄ２Ｄ動作及
びセルラー動作を同時に又は本質的に並列に利用してもよい。
【００２８】
　Ｄ２Ｄ対応ノードは、キャリア及び／又は帯域の少なくとも１つの組み合わせを有する
又は示す能力情報を取得するために適合されてもよく、Ｄ２Ｄ対応ノードは当該組み合わ
せで同時Ｄ２Ｄ及びセルラー動作のために構成されるよう適合される。この情報は、Ｄ２
Ｄ対応ノードを動作させるために使用されてもよく、及び／又は例えば向上した通信性能
又は効率のために、ネットワーク又は別のＤ２Ｄ対応ノードに利用可能にされてもよい。
【００２９】
　Ｄ２Ｄ対応ノードは、Ｄ２Ｄ対応ノードの能力に関する能力情報をネットワークノード
及び／又は第２Ｄ２Ｄ対応ノードへ（例えば、Ｄ２Ｄ対応ノードの送信モジュールを利用
して）送信するために適合され、能力情報は、Ｄ２Ｄ対応ノードがＤ２Ｄ及びセルラー動
作を同時に実行するように構成されうるキャリア及び／又は周波数帯の組み合わせを示し
てもよい。よって、Ｄ２Ｄ動作において関心のあるネットワーク又は別のノードは、例え
ば使用される及び／又は要求されるリソースでの衝突を避けるために、Ｄ２Ｄ対応ノード
の能力を考慮に入れて、対応する適合及び／又は構成を実行してもよい。
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【００３０】
　さらに、無線通信ネットワークのための（第２）Ｄ２Ｄ対応ノードが検討されてもよく
、Ｄ２Ｄ対応ノードは、別のＤ２Ｄ対応ノードに関する能力情報を（例えば、Ｄ２Ｄ対応
ノードの受信モジュールを利用して）受信するように適合され、能力情報はＤ２Ｄ対応ノ
ードがＤ２Ｄ及びセルラー動作を同時に実行するように構成されうるキャリア及び／又は
帯域の少なくとも１つの組み合わせを示す。他のＤ２Ｄ対応ノードは本書に記載されるよ
うな（第１）Ｄ２Ｄ対応ノードであってもよい。それゆえ、記載された（第２）Ｄ２Ｄ対
応ノードは、受信した情報に基づいてより効率的に動作してもよく、それを他のノードに
Ｄ２Ｄ関連能力について知らせてもよい。
【００３１】
　特に、（第２）Ｄ２Ｄ対応ノードは、能力情報を要求するように適合されてもよい。よ
って、情報は、要求されていないトラフィックの量を制限して、必要な場合に利用可能に
なされてもよい。
【００３２】
　また、無線通信ネットワークのためにＤ２Ｄ対応ノードを動作させるための方法が開示
される。Ｄ２Ｄ対応ノードは、少なくとも２つのキャリア又は帯域を有するキャリア又は
帯域の組み合わせのために適合されてもよく、Ｄ２Ｄ対応ノードは当該２つのキャリア又
は帯域のうちの少なくとも１つをＤ２Ｄ動作のために使用し、当該少なくとも２つのキャ
リア又は帯域のうちの残りの少なくとも１つをセルラー動作のために使用する。
【００３３】
　方法は、キャリア及び／又は帯域の少なくとも１つの組み合わせを有する能力情報を取
得することを更に有することが検討されてもよく、Ｄ２Ｄ対応ノードは当該組み合わせで
同時Ｄ２Ｄ及びセルラー動作を実行するように構成されうる。
【００３４】
　これに代えて又はこれに加えて、方法は、Ｄ２Ｄ対応ノードの機能に関する能力情報を
ネットワークノード及び／又は第２Ｄ２Ｄ対応ノードへ送信することを有してもよく、能
力情報は、Ｄ２Ｄ対応ノードがＤ２Ｄ及びセルラー動作を同時に実行するように構成され
うるキャリア及び／又は周波数帯の組み合わせを示しうる。
【００３５】
　Ｄ２Ｄ対応ノードを動作させるための更なる方法が検討されてもよい。方法は、別のＤ
２Ｄ対応ノードに関する能力情報を受信することを有してもよく、能力情報は、他のＤ２
Ｄ対応ノードがＤ２Ｄ及びセルラー動作を同時に実行するように構成されうるキャリア及
び／又は帯域の少なくとも１つの組み合わせを示す。
【００３６】
　方法は、能力情報を要求することを有しうる。
【００３７】
　無線通信ネットワークのためのネットワークノードが開示される。ネットワークノード
は第１Ｄ２Ｄ対応ノードから機能インジケーションを（例えば、ネットワークノードの受
信モジュールを利用して）受信するために適合されうる。機能インジケーションは第１Ｄ
２Ｄ対応ノードの能力情報を有してもよく、能力情報はキャリア及び／又は帯域の少なく
とも１つの組み合わせを示してもよく、第１Ｄ２Ｄ対応ノードはＤ２Ｄ及びセルラー動作
のためのキャリア及び／又は動作の組み合わせで構成されるように適合されうる。
【００３８】
　ネットワークノードは、１つ以上の無線動作タスクのために受信した能力情報を用いる
ために適合されうる。
【００３９】
　ネットワークノードを動作させるための方法も開示される。方法は、第１Ｄ２Ｄ対応ノ
ードから機能インジケーションを受信することを有してもよく、これは第１Ｄ２Ｄ対応ノ
ードの能力情報を有し、能力情報は、Ｄ２Ｄ及びセルラー動作のために第１Ｄ２Ｄ対応ノ
ードが構成されるように適合されうるキャリア及び／又は帯域の少なくとも１つの組み合
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【００４０】
　方法は１つ以上の無線動作タスクのために受信した能力情報を用いることを更に有して
もよい。
【００４１】
　さらに、制御回路によって実行可能な命令を有するコンピュータプログラム製品が記載
され、命令は制御回路によって実行された場合に本書に記載される方法の任意の１つを制
御回路に実行及び／又は制御させる。
【００４２】
　さらに、記憶媒体が記載される。記憶媒体は制御回路によって実行可能な命令を格納す
るように適合され、命令は本書に記載される方法の任意の１つを制御回路に実行及び／又
は制御させる。
【００４３】
　ＬＴＥセルラーネットワークについて、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、以下の表１に列
挙されるＥ－ＵＴＲＡ動作帯域の任意のものをサポートするように設計されてもよく、こ
れはセルラー及び／又はＤ２Ｄ動作のために使用され又は使用可能であってもよい。
【００４４】
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【表１】

【００４５】
　Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥが帯域組み合わせ上のＣＡをサポートするために、Ｄ２Ｄ対
応ノード又はＵＥが組み合わせのすべての単一の帯域を単にサポートするだけでは十分で
なく、帯域組み合わせ固有の追加のＲＦ要件によってしばしば判定される帯域組み合わせ
もサポートしなければならない。
【００４６】
　以下は帯域内連続及び非連続ＣＡについて及び帯域間ＣＡについてＤ２Ｄ対応ノード又
はＵＥがサポートしうる動作帯域組み合わせである。
【００４７】
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【表２】

【００４８】
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【表３】

【００４９】
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【表４】

【００５０】
　今までのところ、単一帯域Ｄ２Ｄ動作のためのＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥの能力だけが
議論されてきた。Ｄ２Ｄ専用の帯域、例えばＤ２Ｄ動作だけをサポートしセルラー動作を
サポートしない公衆セーフティ帯域も存在してもよい。
【００５１】
　このセットアップにおいて、ＣＡのための帯域組み合わせをサポートするＣＡ可能なＤ
２Ｄ対応ノード又はＵＥは、帯域がセルラー動作に現在使用されていないとしても、組み
合わせに含まれる帯域の１つをＤ２Ｄ動作のために用いることができなくてもよい。
【００５２】
　Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、ＤＬ　ＣＡ能力を有し、ＵＬ　ＣＡ能力を有しなくても
よく、又はＤＬとＵＬとの両方においてＣＡのサポートを有してもよいが、帯域及び／又
は帯域組み合わせの全く同じ集合のために必ずしも正確でなくてもよい。
【００５３】
　ネットワークノード及び／又は第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥへ能力インジケーション
又はインジケーションメッセージをシグナリングする及び／又はシグナリングするように
適合される第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥが検討されてもよい。能力インジケーション又
はインジケーションメッセージは能力情報を提供してもよく、これは、Ｄ２Ｄ及びセルラ
ー動作を同時に実行するように第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥが構成されうる及び／又は
動作可能である及び／又は動作するように適合されるキャリア及び／又は周波数帯の組み
合わせを明示的又は暗黙的に示してもよい。例えば、インジケーション又はインジケーシ
ョンメッセージは、Ｄ２Ｄ及びセルラー動作についてそれぞれキャリアｆ１及びｆ２の組
み合わせを示してもよい。ネットワークノードは、受信した能力情報に基づいて、第１Ｄ
２Ｄ対応ノード又はＵＥをＤ２Ｄ及びセルラー動作のためのキャリアで構成する及び／又
は構成するように適合されてもよい。ネットワークノード、第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵ
Ｅ及び／又は第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥにおける及び／又はこれらによって実行され
うる方法が記載される。ネットワークノード、第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥ及び／又は
第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、これらにそれぞれ関連する方法の任意の１つ又は任意
の１つの組み合わせを実行するように対応して適合されてもよい。
【００５４】
　ネットワークノードによってサービス提供される又は管理されてもよい第１Ｄ２Ｄ対応
ノード又はＵＥは、以下のうちの１つ以上を有する方法を実行するように適合される及び
／又は実行してもよい。
【００５５】
　－例えば能力インジケーション又は能力インジケーションメッセージの形式で、ネット
ワークノード及び／又は第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥへ能力情報を送信すること。能力
インジケーション及び／又はインジケーションメッセージは、第１Ｄ２Ｄ対応ノードの能
力に関するパラメータ及び／又はパラメータ値及び／又はインジケーション及び／又は情
報を有しうる。特に、能力インジケーション又はインジケーションメッセージは、Ｄ２Ｄ
及びセルラー動作を同時に実行するために、第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥが構成される
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及び／又は動作可能である及び／又は動作するように適合されるキャリア及び／又は周波
数帯の組み合わせを明示的又は暗黙的に示しうる能力情報を提供してもよい。
【００５６】
　－オプションとして、第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの能力情報を取得することであっ
て、前記能力情報はキャリア周波数及び／又は周波数帯の少なくとも１つの組み合わせ（
より一般に帯域組み合わせとも知られる）を有し、第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、Ｄ
２Ｄ及びセルラー動作のためのキャリア周波数及び／又は周波数帯域の前記組み合わせで
同時に構成されうる。
【００５７】
　一般に、この記載を通じて、１つ又は各組み合わせ又はキャリア周波数及び／又は周波
数帯の組み合わせは、少なくとも２つのキャリア又は帯域を有してもよく、当該少なくと
も２つのキャリア又は帯域から少なくとも１つがＤ２Ｄ動作のために（対応する使用に適
合されうる対応Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥによって）使用及び／又は構成されてもよく、
その他のものの少なくとも１つは（対応する使用のために適合されうる対応Ｄ２Ｄ対応ノ
ード又はＵＥによって）セルラー動作のために使用及び／又は構成されてもよい。組み合
わせは同時使用を指してもよい。
【００５８】
　第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの、サービスを提供する又は動作を管理しうるネットワ
ークノードは、以下を実行しうる及び／又は実行するように適合されうる。
【００５９】
　－第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの能力情報を有しうる能力インジケーション又はイン
ジケーションメッセージを第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥから受信することであって、能
力情報はキャリア周波数及び／又は周波数帯の１つの、少なくとも１つの又は複数の組み
合わせ（帯域組み合わせとしても知られる）を有するか示しうる。第１Ｄ２Ｄ対応ノード
又はＵＥは、特に同時Ｄ２Ｄ及びセルラー動作のために、Ｄ２Ｄ及びセルラー動作のため
のキャリア周波数及び／又は周波数帯の組み合わせで適合され又は組み合わせでありえ、
構成され、特に同時に構成されうる。組み合わせは少なくとも２つのキャリア又は帯域を
有してもよく、このうちの１つはＤ２Ｄ動作のために使用及び／又は構成されうるが、他
の１つはセルラー動作のために使用及び／又は構成されうる。
【００６０】
　－１つ以上の無線動作タスクのために受信した能力情報を使用すること（例えば、Ｄ２
Ｄ及びセルラー動作のためのキャリアで第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥを構成すること、
別のＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥ及び／又はネットワークノードなどへ能力情報を転送する
こと）。
【００６１】
　ネットワークデバイスは、特に本書に記載されるような能力インジケーション又はイン
ジケーションメッセージを受信するためのＮＷ受信モジュールを有しうる。これに代えて
又はこれに加えて、ネットワークデバイスは、特に本書に記載されるような、受信した能
力情報を用いるためのＮＷ情報使用モジュールを有しうる。これに代えて又はこれに加え
て、ネットワークデバイスは、本書に記載されるようなＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥ、特に
第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥを構成するためのＮＷ構成モジュールを有しうる。ＮＷ構
成モジュールは、ＮＷ情報使用モジュールの一部であってもよく、又はＮＷ情報使用モジ
ュールはＮＷ構成モジュールとして実装されてもよい。
【００６２】
　シナリオ１及び／又は２をサポートするように無線構成を適合するＤ２Ｄ対応ノード又
はＵＥの方法だけでなく、適合を制御するためのネットワークノードにおける方法も本書
に記載される。また、対応して適合されたネットワークノード及び／又はＤ２Ｄ対応ノー
ド又はＵＥも記載される。
【００６３】
　以下のシナリオが本書に記載され、これは開示されるような実施形態によってカバーさ
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れうる。
【００６４】
　－シナリオ１：Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、同時のｆ１上のＤ２Ｄ動作及びｆ２上の
セルラーＤＬ動作をサポート／可能／実行可能であり、このために構成されうる。オプシ
ョンとして、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、少なくとも１つの追加のキャリア又は帯域ｆ
３上のセルラーＤＬ動作をサポート／可能／実行可能であり、このために構成されうる（
ｆ１、ｆ２、ｆ３はすべて相異なる）。
【００６５】
　－シナリオ２：Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、ｆ１上のＤ２Ｄ動作及びｆ２上及び場合
によっては少なくとも１つのｆ３上のセルラーＵＥ動作をサポート／可能／実行可能であ
り、このために構成されうる（ｆ１、ｆ２、ｆ３はすべて相異なる）。
【００６６】
　－Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥが同時のｆ１上のＤ２Ｄ動作及びｆ２上のセルラーＵＬ動
作をサポート／対応／実行でき、及びこれのために構成されてもよい。場合によっては、
Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、少なくとも１つの追加のキャリア又は帯域ｆ３上のセルラ
ーＵＬ動作をサポート／対応／実行でき、及びこれのために構成されてもよい（ｆ１、ｆ
２及びｆ３はすべて異なる）。
【００６７】
　Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥが同時のｆ１上のＤ２Ｄ動作及びｆ２上のセルラーＤＬ動作
及びｆ３上のＵＬセルラーＵＬ動作をサポート／可能／実行可能であり、このために構成
されうる（ｆ１、ｆ２、ｆ３はすべて相異なる）ようにシナリオが混在されてもよい。場
合によっては、１つ以上の追加のキャリアｆ４上のセルラーＵＬ動作及び／又はセルラー
ＤＬ動作が存在してもよい。一般に、同時動作は、１つ又は２つ以上のキャリア上のサイ
レントギャップを含み、この間にＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥは言及された動作を可能な状
態に維持されうる。同時に構成されること又は同時動作のために構成されることは、Ｄ２
Ｄ対応ノード又はＵＥがＤ２Ｄ及びセルラー動作のために構成されることを意味する。し
かし、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、同一の又は完全に又は部分的に重なる時間インスタ
ンスの間に又は異なる時刻、例えばサブフレーム、無線フレーム、スロットなどにおいて
さえも、Ｄ２Ｄ及びセルラー動作を実行してもよい。例えば、単一の無線受信機を有する
Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、異なる時間の間にセルラー及びＤ２Ｄ動作を実行できても
よい。しかし、複数の又は独立した無線受信機又は追加の無線受信機回路又はハードウェ
アリソースを有するＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、同じ時間又は部分的に重なる時間の間
にセルラー及びＤ２Ｄ動作を実行できてもよい。
【００６８】
　上記において、ｆ１及び／又はｆ２（ｆ３、ｆ３など）は、キャリア周波数又は周波数
帯を有してもよい。ｆ１及びｆ２又は総括的に相異なるキャリア周波数又は帯域は、同じ
又は異なるＲＡＴに関連してもよい。
【００６９】
　Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥがＣＡ対応ならば、組み合わせ（ｆ１、ｆ２）（又は、Ｄ２
対応ノード又はＵＥのＣＡ能力に依存して（ｆ１、ｆ２、ｆ３、…、ｆ＿ｉ、…））は、
帯域内ＣＡ連続及び非連続及び帯域間ＣＡを含むＣＡのためにＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥ
によってサポートされる組み合わせに（１つの実施形態で）含まれてもよいし（別の実施
形態で）含まれなくてもよい。
【００７０】
　一般に、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥがｆ１上のＤ２Ｄ動作をサポートするならば、Ｄ２
Ｄ動作中にＤ２Ｄ送信又はＤ２Ｄ受信又は両方が任意の所与の時間で構成されうるが、ｆ
１上のＤ２Ｄ送信及びＤ２Ｄ受信が可能であり及び／又は構成／適合されてもよい。３Ｇ
ＰＰ標準において、Ｄ２Ｄ送信及び受信はＵＬスペクトルにおいてのみ生じ得、すなわち
ｆ１はＵＬスペクトルに含まれる。しかし、本開示はＵＬスペクトルだけのｆ１に限定さ
れない。
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　変形によれば、第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、上記のシナリオ１及び／又はシナリ
オ２をサポートできる。本書の記載は組み合わせ（ｆ１，ｆ２）に焦点をあてるが、（ｆ
１，ｆ２，ｆ３）へも同様の方法で拡張されてもよい。
【００７２】
　能力は標準Ｄ２Ｄ能力に含まれてもよく、すなわちすべてのＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥ
は、これらがＤ２Ｄ及びセルラー動作をサポートする帯域上でシナリオ１及び／又はシナ
リオ２もサポートすることが要求されてもよい。別の実施形態では、すべてではないＤ２
Ｄ対応ノード又はＵＥが、これらがＤ２Ｄ及びセルラー動作をサポートする帯域上でシナ
リオ１及び２をサポートすることが要求されてもよい。さらに別の例では、ｆ１上のＤ２
Ｄ動作及びｆ２上のセルラー動作をサポートできる、すべてではないＤ２Ｄ可能なＤ２Ｄ
対応ノード又はＵＥが、これらの同時動作もサポートできる。
【００７３】
　１つの変形において、シナリオ１又は２をサポートする能力は、シナリオ１及び／又は
２についてサポートされる周波数／帯域組み合わせを明示的に列挙する表によって記載さ
れてもよく、ｆ１及びｆ２（ｆ１，ｆ２＝Ａ，Ｂ，Ｃ，…）は（１つの例では）キャリア
周波数又は（別の例では）動作帯域である。表の例は表５及び表６である。表７は、３つ
のキャリア周波数／帯域の組み合わせについての例を示す。表において、ＵＥはＤ２Ｄ対
応ノード又はＵＥを表現するとみなされてもよい。
【００７４】
【表５】

【００７５】
【表６】

【００７６】
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【表７】

【００７７】
　別の実施形態では、サポートされる周波数／帯域組み合わせの集合が暗黙的に、例えば
周波数／帯域組み合わせが満たすべき条件（以下参照、例えば動的又は準動的能力を有す
る条件）によって暗黙的に記載されうる。
【００７８】
　１つの例において、能力は、例えばＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥが固定ＲＦ構成（例えば
、固定受信機－送信機分離）を有する場合に、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥ装置の静的能力
特性であってもよい。別の例において、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、所定の条件のみに
おいて、例えば以下のうちの任意の１つ以上が適用される場合に、この能力を有してもよ
い。Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥが以下の条件の１つ以上に基づいて能力情報及び／又は能
力インジケーション又はインジケーションメッセージを取得及び／又は送信し、及び／又
は取得及び／又は送信するように適合されることが検討されてもよい。
【００７９】
　これに加えて又はこれに代えて、ネットワークノードが以下の条件のうちの１つ以上に
基づいてＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥを構成及び／又は構成するように適合されることが検
討されてもよい。ネットワークノードは、例えば能力インジケーション又はインジケーシ
ョンメッセージにおいてＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥから受信した能力情報に基づいて条件
の充足を判定するように適合されてもよい。
【００８０】
　Ｄ２Ｄデバイスは、以下の条件の１つ又は２つ以上の充足を判定するための条件モジュ
ールを備えてもよく、これは条件に基づいてＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥの能力に関する情
報を送信するための上述の取得モジュール及び／又は送信モジュールに動作可能に接続さ
れ又は接続可能であってもよい。これに代えて又はこれに加えて、ネットワークデバイス
は、以下の条件の１つ又は２つ以上の充足を判定するためのＮＷ条件モジュールを備えて
もよい。ＮＷ条件モジュールは、ＮＷ構成モジュールの一部であってもよい。これに代え
て又はこれに加えて、ＮＷ構成モジュールは、以下の条件の１つ以上及び／又はこれらの
充足に基づいてＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥを構成するように適合されてもよい。条件は以
下を備えてもよい。
【００８１】
　－帯域外放射又はｆ１からｆ２へのキャリア間干渉が第１閾値を超えない及び／又はｆ
２からｆ１が第２閾値を超えない。
【００８２】
　－ｆ１上の干渉が第１干渉閾値よりも下であり及び／又はｆ２上の干渉が第２干渉閾値
よりも下である。
【００８３】
　－シナリオ２において、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの送信電力が、最大出力Ｄ２Ｄ対応
ノード又はＵＥ電力よりも小さい電力閾値を超えない。
【００８４】
　－ｆ１及びｆ２が属する周波数帯のデュプレックス距離に依存する。例えば、デュプレ
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ックス距離がデュプレックス閾値よりも上であるならば、ｆ１とｆ２との何れもＤ２Ｄ又
はセルラー動作に用いられうる。
【００８５】
　－ｆ１及びｆ２が属する周波数帯の受信－送信分離（すなわち、ＵＬキャリアとＤＬキ
ャリアとの間の距離）に依存する。例えば、受信－送信分離が分離閾値よりも上であるな
らば、ｆ１とｆ２との何れもＤ２Ｄ又はセルラー動作に用いられうる。
【００８６】
　－ｆ１及びｆ２が属する周波数帯の通過帯域（ＵＬ又はＤＬの周波数範囲）に依存する
。例えば、通過帯域が通過帯域閾値よりも上であるならば、ｆ１とｆ２との何れもＤ２Ｄ
又はセルラー動作に用いられうる。
【００８７】
　さらに別の例において、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、例えばＤ２Ｄ対応ノード又はＵ
ＥのＲＦ構成に依存して、例えば動的又は準動的に構成されうる少なくとも２つの異なる
Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥのＲＦ構成とＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥが動作可能である場合
に、シナリオ１及び／又は２について動的又は準静的な能力を有してもよい。
【００８８】
　Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、１つ以上の基準に基づいて（ｆ１，ｆ２）についてシナ
リオ１及び／又は２をサポートするように動的に構成されてもよく、所定の条件を満たす
場合に例えば１つ以上が適用されてもよい。
【００８９】
　－Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの動的構成が周波数距離ｄｆ（ｄｆ≦ｄｆ＿ｍａｘ）（ｄ
ｆ＿ｍａｘはシナリオ１及び２で異なっていてもよいし、異なっていなくてもよい）なら
ば、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥはまた、｜ｆ１－ｆ２｜≦ｄｆ＿ｍａｘの場合の任意のｆ
１＝Ａ及び／又はｆ２＝Ｂ及びｆ１＝ｂ及びｆ２＝Ａについてシナリオ１及び／又は２を
サポートできる。
【００９０】
　－Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの動的構成が最大周波数ｆ１＿ｍａｘでのＤ２Ｄ動作及び
／又は最大周波数ｆ２＿ｍａｘでのセルラー動作をサポートするならば、Ｄ２Ｄ対応ノー
ド又はＵＥはまた、ｆ１≦ｆ１＿ｍａｘ及び／又はｆ２≦ｆ２＿ｍａｘとの条件の下で任
意の（ｆ１，ｆ２）についてシナリオ１及び／又は２をサポートできる。
【００９１】
　－Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの動的構成が最小周波数ｆ１＿ｍｉｎでのＤ２Ｄ動作及び
／又は最小周波数ｆ２＿ｍｉｎでのセルラー動作をサポートするならば、Ｄ２Ｄ対応ノー
ド又はＵＥはまた、ｆ１＿ｍｉｎ≦ｆ１及び／又はｆ２＿ｍｉｎ≦ｆ２との条件の下で任
意の（ｆ１，ｆ２）についてシナリオ１及び／又は２をサポートできる。
【００９２】
　－Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの動的構成が範囲［ｄ＿ｍｉｎ，ｄ＿ｍａｘ］内の周波数
デュプレックス距離（ｆ１，ｆ２）をサポートするならば、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは
また、ｄ＿ｍｉｎ≦ｄ（ｆ１，ｆ２）≦ｄ＿ｍａｘとの条件の下で任意の（ｆ１，ｆ２）
についてシナリオ１及び／又は２をサポートできる。
ここで、ｄ（ｆ１，ｆ２）はｆ１及びｆ２においてのデュプレックス距離であり、１つの
例において０＝ｄ＿ｍｉｎ＜ｄ＿ｍａｘであり、別の例において０＜ｄ＿ｍｉｎ＜ｄ＿ｍ
ａｘ＝Ｉｎｆであり、さらに別の例においてｄ＿ｍｉｎ＝ｄ＿ｍａｘである。デュプレッ
クス距離ｄ（ｆ１，ｆ２）は、例えば、シナリオ１について｜ｆ１＿ＵＬ－ｆ２＿ＤＬ｜
でありシナリオ２について｜ｆ１＿ＤＬ－ｆ２＿ＵＬ｜であってもよい。
【００９３】
　－Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの動的構成が範囲［Ｓ＿ｍｉｎ，Ｓ＿ｍａｘ］内の受信－
送信分離Ｓをサポートするならば、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥはまた、
　　Ｓ＿ｍｉｎ≦Ｓ（ｆ１，ｆ２）≦Ｓ＿ｍａｘ
との条件の下で任意の（ｆ１，ｆ２）についてシナリオ１及び／又は２をサポートできる
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。
ここで、Ｓ（ｆ１，ｆ２）はｆ１及びｆ２についての受信－送信分離であり、１つの平凡
な例において０＝Ｓ＿ｍｉｎ＜Ｓ＿ｍａｘであり、別の平凡な例において０＜Ｓ＿ｍｉｎ
＜Ｓ＿ｍａｘ＝Ｉｎｆであり、さらに別の平凡な例においてＳ＿ｍｉｎ＝Ｓ＿ｍａｘであ
る。受信－送信分離Ｓ（ｆ１，ｆ２）は、例えばシナリオ１について｜ｆ１＿ＵＬ－ｆ２
＿ＤＬ｜であり、シナリオ２について｜ｆ１＿ＤＬ－ｆ２＿ＵＬ｜であってもよい。
【００９４】
　－Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの動的構成が帯域幅ＢＷ＿ｍｉｎ≦ＢＷ≦ＢＷ＿ｍａｘを
サポートするならば、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥはまた、範囲［ＢＷ＿ｍｉｎ，ＢＷ＿ｍ
ａｘ］内の帯域幅の（ｆ１，ｆ２）についてシナリオ１及び／又は２をサポートできる。
【００９５】
　シナリオ１及び／又はシナリオ２のサポートに関する能力データが以下に検討される。
【００９６】
　上記の説明に基づいて、シナリオ１及び／又は２をサポートするためのＤ２Ｄ対応ノー
ド又はＵＥ能力は、以下のうちの任意の１つ以上を備えてもよい。
　－サポートされるキャリア周波数組み合わせ（ｆ１，ｆ２）の明示的リスト
　－サポート帯域組み合わせ（ｆ１，ｆ２）の明示的リスト
　－周波数又は帯域の組み合わせ（ｆ１，ｆ２）の暗黙的リスト、例えば、
　　周波数距離がｄｆ＿ｍａｘよりも下である及び／又はデュプレックス距離が［ｄ＿ｍ
ｉｎ，ｄ＿ｍａｘ］内である及び／又は受信－送信分離が［Ｓ＿ｍｉｎ，Ｓ＿ｍａｘ］内
であるなどの任意の（ｆ１，ｆ２）。
－周波数又は帯域の組み合わせ（ｆ１，ｆ２）をサポートされる組み合わせとして適格と
するために適用可能な基準
　－サポートされる周波数又は帯域の組み合わせ（ｆ１，ｆ２）が満たすべき条件。
【００９７】
　以下において、能力データシグナリングが検討される。
【００９８】
　更なる実施形態において、第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、オプションとして、シナ
リオ１及び／又は２の自身のサポートに関する自身の能力を維持又は取得及び／又は維持
又は取得するように適合され、それを第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥへ又は第１ネットワ
ークノード（例えば、サービングｅノードＢ、隣接ｅノードＢ、ＭＭＥ、位置決めノード
、Ｄ２Ｄサーバ、調整ノード、ＲＮＣ）へシグナリングしてもよい。また、シナリオ１及
びシナリオ２について別個の能力が存在してもよい。
【００９９】
　シグナリングは、ブロードキャスト、マルチキャスト又はユニキャストを介して、物理
チャネルシグナリング又は高レイヤシグナリング又はそれらの組み合わせを介してであっ
てもよい。
【０１００】
　シグナリングは、（能力インジケータを受信するノード又はＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥ
であってもよいしなくてもよいノード又はＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥからの）リクエスト
に応じてでもよいし、要求なしの方法、例えばイベント又は条件によって引き起こされて
もよい。例えば、能力は以下の場合にシグナリングされてもよい。
　－セル変更手続き、例えばハンドオーバー手続、Ｐセル変更などの前、最中又は後
　－ＲＲＣ接続（再）確立の前、最中又は後
　－リダイレクションを伴うＲＲＣ接続解放の前、最中又は後
　－Ｄ２Ｄセッションセットアップリクエスト又はＤ２Ｄリソースリクエストの前又は最
中
　－Ｄ２Ｄセッションの前又は最中
　－すべてのＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥの無線能力移送の一部として又はＤ２Ｄ対応ノー
ド又はＵＥのＤ２Ｄ能力移送の一部として
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　－所定の期間後例えばタイマーの期限切れ後に周期的に。
【０１０１】
　能力を受信する第１ネットワークノード又は第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、それを
シグナリングしてもよいし、第２ネットワークノードへ又は第３Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵ
Ｅへ中継してもよいし、それを本書で記載される１つ以上の目的のために使用してもよい
。
【０１０２】
　Ｄ２Ｄ及びセルラー動作のための推奨される又は好適なキャリア周波数／帯域
　この変形によれば、第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、シナリオ１及び／又は２のサポ
ートに関する自身の能力に基づいて、シナリオ１及び／又はシナリオ２で動作するための
自身の好適な組み合わせ（群）（ｆ１，ｆ２）をネットワークノード又は別のＤ２Ｄ対応
ノードへ示す又は推薦してもよい。
【０１０３】
　シナリオ１及び／又はシナリオ２をサポートする能力を有するＤ２Ｄ対応ノード又はＵ
Ｅについての要件適用性
　シナリオ１及び／又はシナリオ２をサポートする能力を有するＤ２Ｄ対応ノード又はＵ
Ｅは、それぞれのシナリオにおいてＤ２Ｄ要件の第１集合及び／又はセルラー要件の第１
集合を満たすことを要求されてもよく、Ｄ２Ｄ要件の第１集合及び／又はセルラー要件の
第１集合は、ｆ１及びｆ２上でＤ２Ｄ及びセルラーを動作するが同時に構成されない場合
の能力を有しないＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥについてそれぞれの要件とは異なっていても
よい。
【０１０４】
　１つの実施形態によれば、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、周波数又は帯域組み合わせ（
ｆ１，ｆ２）についてシナリオ１及び／又はシナリオ２をサポートするように自身のＲＦ
能力を適合するように適合される及び又は適合する。シナリオ１及び／又はシナリオ２を
サポートするために実行される適合は、例えば以下を備えてもよい。
　－Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの受信機及び／又はＤ２Ｄ対応ノードの送信機又はＵＥ送
信機又はＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥの送受信機についての少なくとも１つのパラメータを
適合すること、
　－１つ以上のパラメータを備えるＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥ受信機及び／又はＤ２Ｄ対
応ノード又はＵＥ送信機又はＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥ送受信機の構成を選択すること、
　－タイプ集合からＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥ受信機及び／又はＤ２Ｄ対応ノード又はＵ
Ｅ送信機又はＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥ送受信機のタイプを選択すること。
【０１０５】
　Ｄ２Ｄデバイスは、一般に、本書で記載されるように、特にＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥ
のＲＦ能力を適合及び／又は選択するための適合モジュールを備えてもよい。
【０１０６】
　パラメータの一部の例は、サンプリングレート及びジッタ、ダイナミックレンジ、ＲＦ
特性に関連する閾値、フィルタタイプ又はフィルタ構成パラメータ、ＬＮＡ構成、局所発
振器の中心周波数、ＡＤＣ帯域幅、ＲＦ帯域幅、測定についての積分時間を含み、このよ
うなパラメータの任意の１つ又は任意の組み合わせが選択のために適合されてもよいし及
び／又は基礎となってもよい。
【０１０７】
　適合は、シナリオ１及び／又はシナリオ２で動作中に所与の目標周波数又は帯域組み合
わせ（ｆ１，ｆ２）のサポートを実現するために及び／又は所定の目標性能（Ｄ２Ｄ性能
及び／又はセルラー性能）を実現するために実行されてもよい。
【０１０８】
　適合は、準静的又は動的な方式であってもよい。適合は、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥに
よって、例えば自律的に、別のノード（例えば、ネットワークノード又は別のＤ２Ｄ対応
ノード又はＵＥ）からの要求に応じて、又はトリガー条件又はトリガーイベント（トリガ
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ー条件又はイベントは事前に定義されるか構成可能でありうる）に応じて実行されてもよ
い。適合はまた、例えば本書に記載されるように、準静的又は動的な方式でネットワーク
ノードによって制御されてもよい。
【０１０９】
　１つの例において、組み合わせ（ｆ１，ｆ２）は明示的に与えられてもよい。別の例に
おいて、組み合わせ（ｆ１，ｆ２）は、条件および基準の集合によって暗黙的に与えられ
てもよい。条件および基準は事前に適宜されるか構成可能であってもよい。
【０１１０】
　例えば、以下をサポートすることをＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥが意図する目標組み合わ
せ（ｆ１，ｆ２）によって課される条件を目標パラメータのうちの１つ以上が満たすよう
に、適合が実行されてもよく及び／又はＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥが適合又は選択につい
て適合されてもよい。
　－目標のサポートされる周波数距離について：ｄｆ＿ｍａｘ＿ｔａｒｇｅｔ≧｜ｆ１－
ｆ２｜
　－目標のサポートされる最大周波数について：ｆ１＿ｍａｘ＿ｔａｒｇｅｔ≧ｆ１及び
／又はｆ２＿ｍａｘ＿ｔａｒｇｅｔ≧ｆ２
　－目標のサポートされる最小周波数について：ｆ１＿ｍｉｎ＿ｔａｒｇｅｔ≧ｆ１及び
／又はｆ２＿ｍｉｎ＿ｔａｒｇｅｔ≧ｆ２
　－目標のサポートされるデュプレックス距離について：ｄｆ＿ｍｉｎ＿ｔａｒｇｅｔ≦
ｄ（ｆ１，ｆ２）≦ｄ＿ｍａｘ＿ｔａｒｇｅｔ
　－目標のサポートされる受信－送信分離について、Ｓ＿ｍｉｎ＿ｔａｒｇｅｔ≦Ｓ（ｆ
１，ｆ２）≦Ｓ＿ｍａｘ＿ｔａｒｇｅｔ
　－目標のサポートされる最大帯域幅について、ＢＷ＿ｍａｘ＿ｔａｒｇｅｔ≧ｍａｘ（
ｆ１＿ＢＷ，ｆ２＿ＢＷ）
　－目標のサポートされる最小帯域幅について、ＢＷ＿ｍｉｎ＿ｔａｒｇｅｔ≧ｍｉｎ（
ｆ１＿ＢＷ，ｆ２＿ＢＷ）
　ここで、シナリオ１及び／又はシナリオ２のサポートに関する能力データは、上記の第
１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの方法に記載されるようなものであってもよい。
【０１１１】
　１つの実施形態において、第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、第１Ｄ２Ｄ対応ノード又
はＵＥ、第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥから、又はネットワークノード（例えば、例えば
、サービング又は隣接ｅノードＢ、ＭＭＥ、Ｄ２Ｄサーバ、位置決めノード、調整ノード
、ＲＮＣ）から、第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥに関する又はこれについての又は第１Ｄ
２Ｄ対応ノード又はＵＥのシナリオ１及び／又はシナリオ２のサポートに関する能力デー
タ又は情報又は対応するインジケーション又はメッセージを受信する及び／又は受信する
ように適合されてもよい。
【０１１２】
　別の実施形態において、第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、特にシナリオ１及び／又は
シナリオ２のサポートに関する自身の（すなわち、第１のものの）能力データ又は情報又
は対応するインジケーション又はメッセージを、自身又は別のＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥ
又はネットワークノードへ第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥから送信することを要求するよ
うに適合されてもよいし及び／又は要求してもよい。一般に、第２Ｄ２Ｄ対応ノード又は
ＵＥは、ネットワーク及び／又はネットワークノード及び／又はＤ２Ｄ対応ノード又はＵ
Ｅから、特に第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥ又は第３のものから第１Ｄ２Ｄ対応ノード又
はＵＥに関する及び／又はこれについての能力データ又は情報又は対応するインジケーシ
ョン及び／又はメッセージを要求するように適合されてもよいし、要求してもよい。第２
Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、例えば第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥ、第３Ｄ２Ｄ対応ノ
ード又はＵＥから、又はネットワークノード（例えば、例えば、サービング又は隣接ｅノ
ードＢ、ＭＭＥ、Ｄ２Ｄサーボ、位置決めノード、調停ノード、ＲＮＣ）から、要求され
た能力データ又は情報又は対応するインジケーション又はメッセージを受信してもよく及
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び／又は受信するように適合されてもよい。
【０１１３】
　一般に、第２Ｄ２Ｄデバイスは、本書に記載されるようなデータ及び／又は情報及び／
又はインジケーション及び／又はメッセージを要求するための要求モジュールを備えても
よい。これに代えて又はこれに加えて、これは、本書に記載されるような能力及び／又は
対応データ及び／又は情報及び／又はインジケーション及び／又はメッセージを受信する
ため、特に（要求モジュールが存在するならば）要求された能力及び／又は対応するデー
タ及び／又は情報及び／又はインジケーション及び／又はメッセージを受信するための受
信モジュールを備えてもよい。
【０１１４】
　第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、受信した能力及び／又は対応するデータ及び／又は
情報及び／又はインジケーション及び／又はメッセージを様々な目的、例えば以下のうち
の１つ以上のために使用するように適合されてもよく及び／又は使用してもよい。
　－バッファ、内部又は外部メモリ、データベース、履歴データに格納すること、
　－受信した能力をネットワークノード又は第３Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥへ送信又は転
送すること、
　－第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥと通信するため又は第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥか
ら信号を受信するために自身のＤ２Ｄ構成（例えば、受信機タイプ、Ｄ２Ｄ動作が実行さ
れるキャリア）を適合すること、
　－自身のＤ２Ｄ関連能力、例えばシナリオ１及び／又はシナリオ２のサポートに関連す
る能力データを送信すること、
　－第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥがＤ２Ｄ動作について構成されるべきキャリア周波数
（群）及び／又は帯域を推薦すること。ここで、推薦は、第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥ
能力情報及び第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの能力、すなわち第１及び第２Ｄ２Ｄ対応ノ
ード又はＵＥによって共通にサポートされる周波数（群）及び／又は帯域に基づく。
【０１１５】
　第２Ｄ２Ｄデバイスは、本書に記載されるような受信した能力及び／又は対応データ及
び／又は情報及び／又はインジケーション及び／又はメッセージを使用するためのＤ２Ｄ
使用モジュールを備えてもよい。
【０１１６】
　ここで、シナリオ１及び／又はシナリオ２のサポートに関する能力及び／又は対応デー
タ及び／又は情報及び／又はインジケーション及び／又はメッセージは、上記の第１Ｄ２
Ｄ対応ノード又はＵＥの方法に記載されたものであってもよい。
【０１１７】
　１つの変形によれば、第１ネットワークノード（例えば、サービング又は隣接ｅノード
Ｂ、ＭＭＥ、Ｄ２Ｄサーバ、位置決めノード、調整ノード、ＲＮＣ）は、特にシナリオ１
及び／又はシナリオ２のサポートに関する第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの能力及び／又
は対応データ及び／又は情報及び／又はインジケーション及び／又はメッセージを、第１
Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥ、第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥから又は別のネットワークノ
ードから受信するように適合され及び／又は受信してもよい。
【０１１８】
　別の実施形態において、（第１ネットワークノードと同じであっても異なっていてもよ
い）第２ネットワークノードは、このようなデータ及び／又は情報及び／又はインジケー
ション及び／又はメッセージのリクエストを、第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥ又は別のＤ
２Ｄ対応ノード又はＵＥ又は第２のもののようなもの又は別のネットワークノードから要
求するように適合されてもよい。第２ネットワークノードは、このようなデータ及び／又
は情報及び／又はインジケーション及び／又はメッセージを受信するように構成され及び
／又は受信してもよい。
【０１１９】
　オプションとして、第１及び／又は第２ネットワークノードは、上述のノードの任意の
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１つから、特に第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥ又は別のＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥ又はネ
ットワークノードから、第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥに関し、特にシナリオ１及び／又
は２に関する能力及び／又は対応データ及び／又は情報及び／又はインジケーション及び
／又はメッセージをそれぞれ受信するように構成され及び／又は要求及び受信してもよい
。ネットワークデバイスは、第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥに関する受信及び要求の文脈
で上述された対応する受信又は受信及び要求モジュールを備えてもよいし及び／又は当該
モジュールを利用してもよい。
【０１２０】
　ネットワークデバイスは、本書に記載されるような能力及び／又は対応データ及び／又
は情報及び／又はインジケーション及び／又はメッセージを要求するためのＮＷ要求モジ
ュール及び／又は本書に記載されるようなこのようなデータ及び／又は情報及び／又はイ
ンジケーション及び／又はメッセージを受信するためのＮＷ受信モジュールを備えてもよ
い。
【０１２１】
　第１Ｄ２Ｄ対応ノード及び／又は別のＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥ又はネットワークノー
ドの任意の１つは、それが受信し及び／又は受信するように適合されてもよい要求に応じ
てこのようなデータ及び／又は情報及び／又はインジケーション及び／又はメッセージを
送信するように構成及び／又は送信してもよい。対応するＤ２Ｄデバイス及び／又はネッ
トワークデバイスは、本書に記載されるようなリクエストを受信する及び／又は応答で送
信するためのリクエスト応答モジュールを備えてもよい。
【０１２２】
　第１ネットワークノードは、受信した能力及び／又は対応データ及び／又は情報及び／
又はインジケーション及び／又はメッセージを様々な目的のために、例えば以下のうちの
１つ以上のために使用し及び／又は使用するように適合されてもよい。
　－処理、将来での使用等のためにバッファ、内部又は外部メモリ、データベースに、履
歴データに格納すること。
　－第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥについてのＤ２Ｄ構成又はセルにおけるＤ２Ｄ構成を
決定すること。
　－第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの一般におけるＣＡ構成又はマルチキャリア構成を決
定すること。
　－シナリオ１及び／又はシナリオ２において第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの動作を構
成及び／又は制御すること。例えば、第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥによって示された能
力に従うキャリア及び／又は帯域で第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥを（再）構成すること
。
　－例えばシナリオ１及び／又はシナリオ２における動作がハンドオーバーの前、最中又
は後に生じる場合に、ハンドオーバーにおける第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥへのリソー
ス割り当て。
　－ＲＲＭ目的（例えば、負荷分散、干渉調整、ＭＤＴ又はＳＯＮのための測定値収集）
について第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの能力を説明すること。
　－様々な目的のために（例えば、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥがＤ２Ｄ動作を実行中に所
定の無線測定が実行されることを保証するために）セルラー測定値を構成する場合に第１
Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥ能力を説明すること。
　－受信した能力を第３ネットワークノード又は第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥへ送信又
は転送すること。
　－Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの能力を備える統計を収集すること。
　－ネットワークノードにおいて使用される１つ以上の無線パラメータを適応させること
。例えば、サービングセルラーデータ等に用いられるキャリア周波数の帯域幅を増やすこ
と。
【０１２３】
　ネットワークデバイスは、本書に記載されるような能力及び／又は対応するデータ及び



(24) JP 2017-532807 A 2017.11.2

10

20

30

40

50

／又は情報及び／又はインジケーション及び／又はメッセージを使用するための対応する
ＮＷ使用モジュールを備えてもよい。
【０１２４】
　第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥの能力に加えて、ネットワークノードは、能力及び／又
は対応するデータ及び／又は情報及び／又はインジケーション及び／又はメッセージを用
いる際に、特に第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥを少なくともＤ２Ｄ動作のためのキャリア
で構成する際に、キャリア及び／又は帯域組み合わせに関する少なくとも第２Ｄ２Ｄ対応
ノード又はＵＥの能力情報を考慮に入れるように適合及び／又は考慮に入れてもよい。例
えば、ネットワークノードは、Ｄ２Ｄ動作について第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥによっ
てもサポートされるＤ２Ｄ動作のためのキャリアで、すなわち共通の周波数及び／又は帯
域上で第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥを構成してもよい。このようにして、第１Ｄ２Ｄ対
応ノード又はＵＥは、第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥとのＤ２Ｄ動作を実行できる。
【０１２５】
　変形によれば、ネットワークノードは、シナリオ１及び／又はシナリオ２をサポートす
るための自身の無線構成のＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥの適合を制御又は構成するように適
合され及び／又は制御又は構成してもよい。構成又は制御は、例えば以下のうちの任意の
１つ以上を含んでもよい。
　－シナリオ１及び／又は２をサポートするための明示的又は暗黙的なリクエスト又は自
身の無線構成を適合するために必要なインジケーションをＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥへ送
信すること。
　－シナリオ１及び／又は２をサポートするための自身の無線構成のＤ２Ｄ対応ノード又
はＵＥの適合を制御する少なくとも１つのパラメータを送信すること。
　－例えば性能メトリック及び／又は目標性能レベルを備えてもよい適合によって達成す
る性能インジケーション又は性能目標を送信すること。
　－Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥにおいて無線構成を構成し、それによってその無線構成を
適合すること。
　－Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥによって適合される無線構成又は少なくとも１つの無線構
成パラメータを受信すること。
【０１２６】
　構成又は制御はさらに、シナリオ１及び／又は２においてＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥを
適合するため又は適合においてＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥを支援するために、自身からの
情報、別のネットワークノードから受信した情報又はＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥから受信
した情報の使用、例えば以下のうちの任意の１つ以上を含んでもよい。
　－適合された構成又はネットワークノードによって推薦された構成を有する性能に関す
るフィードバックをＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥから受信する。
　－適合を有する及び／又は有しない（すなわち、前／後）Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥ測
定値を受信すること。
　－別のネットワークノードからＵＬ測定値を受信すること。
　－別のネットワークノードからＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥの（静的な及び／又は現在の
半静的／動的な）能力を受信すること。
　－Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥからＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥの（静的な及び／又は現在
の準静的／動的な）能力を受信すること。
【０１２７】
　ネットワークデバイスは、本書で記載されるような構成又は制御のための対応するＮＷ
制御モジュールを備えてもよい。
【０１２８】
　記載されるアプローチは以下を提供する。
　－相異なる周波数又は帯域で同時Ｄ２Ｄ及びセルラー動作を伴うシナリオを含む、Ｄ２
Ｄ動作のための選択されたシナリオを一部のＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥがサポートする可
能性。
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　－シナリオ１及び／又はシナリオ２の自身のサポートに関するＤ２Ｄ対応ノード又はＵ
Ｅの能力に他のノードが気づくか当該能力を他のノードが使用する可能性。
　－必要性及びシナリオに依存してＤ２Ｄ及びセルラー動作を実行するためにＤ２Ｄ対応
ノード又はＵＥにおいてキャリア周波数及び／又は帯域のためのサポートの動的適合。
　Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥのキャリア周波数及び／又は帯域能力のＤ２Ｄ及びセルラー
動作のより効率的な利用。
【０１２９】
　Ｄ２Ｄ対応ノードの文脈で本書に記載される方法の任意の１つ又は任意の１つの組み合
わせを実行するか、能力の任意の１つ又は任意の１つの組み合わせを備えるように適合さ
れうるＤ２Ｄ対応ノードも開示される。特に、Ｄ２Ｄ対応ノードの制御回路及び／又はコ
ントローラは、方法及び／又は方法の工程を制御及び／又は実行するように適合されても
よい。Ｄ２Ｄ対応ノードは、無線通信ネットワークのノード及び／又は無線通信ネットワ
ークのためのノードであってもよい。これに代えて又はこれに追加して、Ｄ２Ｄ対応ノー
ドは、ＴＰＣ送信に基づいて、特にネットワークノードからのＴＰＣ送信に基づいて自身
のＤ２Ｄ送信電力を制御するように適合されてもよい。対応する方法も想定される。
【０１３０】
　ネットワークノードの文脈で本書に記載される方法の任意の１つ又は任意の１つの組み
合わせを実行するか、能力の任意の１つ又は任意の１つの組み合わせを備えるように適合
されうるネットワークノードも開示される。特に、ネットワークノードの制御回路及び／
又はコントローラは、方法及び／又は方法の工程を制御及び／又は実行するように適合さ
れてもよい。ネットワークノードは、無線通信ネットワークのノード及び／又は無線通信
ネットワークのためのノードであってもよい。
【０１３１】
　本書に記載されるＤ２Ｄ対応ノード及びネットワークノードを動作させるための方法の
工程の任意のものを組み合わせてもよい方法、特にネットワークのＤ２Ｄ動作における及
び／又はＤ２Ｄ動作のための方法も開示される。
【０１３２】
　１つ以上のソフトウェアデバイス、例えば本書に記載される方法の任意のものの工程を
実行するように適合された適切なモジュールを備えるＤ２Ｄデバイス及び／又はネットワ
ークデバイスも開示される。
【０１３３】
　一般に、制御回路及び／又はコンピューティングデバイスによって実行可能な命令を備
えるコンピュータプログラム製品も開示され、命令は、制御回路及び／又はコンピューテ
ィングデバイスによって実行された場合に、本書に記載される方法の任意の１つを制御回
路及び／又はコンピューティングデバイスに実行及び／又は制御させる。制御回路及び／
又はコンピューティングデバイスは、対応する方法又は方法の工程を実行及び／又は制御
するためにノードの任意の１つ又は２つ以上に実装されてもよい。
【０１３４】
　本書に記載される方法の工程を実行するモジュールは一般に、対応するノード内及び／
又はノード上のソフトウェア及び／又はファームウェアに実装されてもよい。１つのノー
ド又はデバイスの又は１つのノード又はデバイス上の又は１つのノード又はデバイス内の
モジュール、特にＤ２Ｄデバイス又はネットワークデバイスのためのモジュールは、共通
モジュール又はフローで及び／又は並列に及び／又は独立したモジュール又はフローで及
び／又は共有機能で実装されてもよい。
【０１３５】
　Ｄ２Ｄ対応ノードは一般に、Ｄ２Ｄ通信、特に送信及び／又は受信、及び／又は少なく
とも１つのタイプのＤ２Ｄ動作を実行するように適合されたノードであってもよい。特に
、Ｄ２Ｄ対応ノードは、端末及び／又はユーザ機器であってもよい。Ｄ２Ｄ対応ノードは
、割り当てデータに基づいて、特に割り当てデータに示されるリソースで及び／又は当該
リソースを利用してＤ２Ｄデータを送信及び／又は受信するように適合されてもよい。Ｄ
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２Ｄ対応ノードによるＤ２Ｄ通信及び／又は送信は、一部の変形において、ＵＬリソース
及び／又は少なくとも１つの対応するキャリア又は周波数及び／又は変調内においてであ
ってもよい。
【０１３６】
　この記載の文脈において、無線通信は、電磁波及び／又はエアインタフェースを介した
、特に電波、例えば無線通信ネットワークにおける及び／又は無線アクセス技術（ＲＡＴ
）を利用した通信、特にデータの送信及び／又は受信であってもよい。通信は、無線通信
ネットワークのノード間及び／又は無線通信ネットワーク内であってもよい。通信におけ
る又は通信のための及び／又は無線通信ネットワーク内の、無線通信ネットワークの又は
無線通信ネットワークのためのノードが１つ以上のＲＡＴ、特にＬＴＥ／Ｅ－ＵＴＲＡを
利用する通信のために適合され及び／又は当該通信のためのものである。通信は一般に、
特にパケットデータの形式におけるメッセージの送信及び／又は受信を伴ってもよい。メ
ッセージ又はパケットは、制御及び／又は構成データ及び／又はペイロードデータを備え
てもよいし及び／又は物理層送信のまとまりを表す及び／又は備えてもよい。制御及び／
又は構成データは、通信の処理及び／又は通信のノードに関するデータを指してもよい。
俺は、例えば、通信のノードを指すアドレスデータ及び／又は送信モード及び／又はスペ
クトル構成及び／又は周波数及び／又は符号化及び／又はタイミング及び／又は帯域幅に
関するデータを通信又は送信の処理に関するデータとして例えばヘッダ内に含んでもよい
。
【０１３７】
　通信が伴う各ノードは、無線回路及び／又は制御回路及び／又はアンテナ回路を備えて
もよく、これらは１つ又は２つ以上の無線アクセス技術を利用するように構成されてもよ
い。
【０１３８】
　ノードの無線回路は一般に、電波の送信及び／又は受信のために適合されてもよく、特
に対応する送信機及び／又は受信機及び／又は送受信機を備えてもよく、これらはアンテ
ナ回路及び／又は制御回路に接続され又は接続可能であってもよい。ノードの制御回路は
、コントローラ及び／又はリード及び／又はライトアクセスのためにコントローラにアク
セス可能なメモリを備えてもよい。コントローラは、通信及び／又は無線回路を制御し及
び／又は追加のサービスを提供するように構成されてもよい。ノードの回路、特に制御回
路例えばコントローラは、本書に記載される機能を提供するようにプログラムされてもよ
い。対応するプログラムコードは、関連するメモリ及び／又は記憶媒体に格納されてもよ
く及び／又はハードワイヤされてもよく及び／又はファームウェア及び／又はソフトウェ
アとして及び／又はハードウェア内に提供されてもよい。コントローラは一般的に、プロ
セッサ及び／又はマイクロプロセッサ及び／又はマイクロコントローラ及び／又はＦＰＧ
Ａ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）デバイス及び／又はＡＳＩＣ（特定用途向
け集積回路）デバイスを備えてもよい。より具体的に、制御回路はメモリを備える及び／
又はメモリに接続され又は接続可能であってもよく、メモリがコントローラ及び／又は制
御回路によってリード及び／又はライトのためにアクセス可能であるように構成されても
よいことが検討されてもよい。
【０１３９】
　無線アクセス技術は一般に、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）及び／又はＷｉ－
Ｆｉ（登録商標）及び／又はＷＩＭＡＸ（登録商標）及び／又はｃｄｍａ２０００及び／
又はＧＥＲＡＮ及び／又はＵＴＲＡＮ及び／又はＥ－Ｕｔｒａｎ及び／又はＬＴＥを備え
てもよい。通信は特に、論理チャネル及び／又は論理送信及び／又は受信が刷り込まれる
又は積層されてもよい物理層（ＰＨＹ）送信及び／又は受信を備えてもよい。
【０１４０】
　無線通信ネットワークのノードは、ユーザ機器及び／又は基地局及び／又は中継ノード
及び／又はデバイス間通信のために一般的に適合される任意のデバイスとして実装されて
もよい。無線通信ネットワークは、無線通信ネットワークの第２ノード、特に第２ユーザ
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機器とのデバイス間通信のために構成されてもよい、デバイス間通信のために構成された
デバイス及び／又はユーザ機器及び／又は基地局及び／又は中継ノードのうちの少なくと
も１つ、特に少なくとも１つのユーザ機器を備えてもよい。無線通信ネットワークの又は
無線通信ネットワークのためのノードは一般的に、特にセルラー及び／又は無線通信ネッ
トワークの周波数スペクトル及び／又はこのようなネットワークの周波数及び／又は時間
リソースを用いて、無線デバイス間通信のために構成された無線デバイスであってもよい
。デバイス間通信はオプションとして、複数のデバイス又はノードへのブロードキャスト
及び／又はマルチキャスト通信を含んでもよい。
【０１４１】
　セルラーネットワークは、例えばＬＴＥに従うコアネットワーク、例えば発展型ネット
ワークコアを有するコアネットワークに接続された又は接続可能であってもよいネットワ
ークノード、特に無線ネットワークノードを備えてもよい。ネットワークノードとコアネ
ットワーク／ネットワークコアとの間の接続は、ケーブル／地上線接続に少なくとも部分
的に基づいてもよい。コアネットワークの一部、特に基地局又はｅＮＢよりも上のレイヤ
を伴う、及び／又は基地局又はｅＮＢによって提供される事前に規定されたセル構造を介
した動作及び／又は通信及び／又は信号の交換は、特にそれが無線リソース、特にキャリ
ア及び／又は周波数、及び／又はセルラー動作に提供及び／又は使用される機器（例えば
、無線回路及び／又はアンテナ回路のような回路、特に送信機及び／又は受信機及び／又
は送受信機）を利用するならば、Ｄ２Ｄ通信又は動作とみなされてもよい。
【０１４２】
　ユーザ機器（ＵＥ）は一般に、デバイス間通信のために構成されたデバイス及び／又は
無線及び／又はセルラーネットワークのための端末、特にモバイル端末、例えばモバイル
フォン、スマートフォン、タブレット、ＰＤＡ等であってもよい。ユーザ機器は、本書に
記載されるような無線通信ネットワークの又は無線通信ネットワークのためのノード、特
にＤ２Ｄ対応ノードであってもよい。ユーザ機器が１つ以上のＲＡＴ、特にＬＴＥ／Ｅ－
ＵＴＲＡのために適合されることが想定されてもよい。ユーザ機器は一般に、近接サービ
ス（ＰｒｏＳｅ）対応であってもよく、これはそれがＤ２Ｄ可能又は対応であることを意
味してもよい。ユーザ機器が無線通信のための無線回路及び／制御回路を備えることが検
討されてもよい。無線回路は、例えば受信機デバイス及び／又は送信機デバイス及び／又
は送受信機デバイスを備えてもよい。制御回路はコントローラを含んでもよく、コントロ
ーラはマイクロプロセッサ及び／又はマイクロコントローラ及び／又はＦＰＧＡ（フィー
ルドプログラマブルゲートアレイ）デバイス及び／又はＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路
）デバイスを備えてもよい。制御回路はメモリを備える及び／又はメモリに接続され又は
接続可能であってもよく、メモリがコントローラ及び／又は制御回路によってリード及び
／又はライトのためにアクセス可能であるように構成されてもよいことが検討されてもよ
い。無線通信ネットワークの又は無線通信ネットワークのためのノード又はデバイス、特
にデバイス間通信のためのノード又はデバイスは一般に、ユーザ機器であってもよい。ユ
ーザ機器が１つ以上のＲＡＴ、特にＬＴＥ／Ｅ－ＵＴＲＡのために適合されたユーザ機器
として構成されることが検討されてもよい。
【０１４３】
　基地局は１つ以上のユーザ機器にサービス提供するように適合された無線及び／又はセ
ルラーネットワークの任意の種類の基地局であってもよい。基地局が無線通信ネットワー
クのノードであることが検討されてもよい。ネットワークの１つ以上のセルを提供及び／
又は規定するように及び／又は例えば基地局とは異なるデバイス間の通信であってもよい
デバイス間通信についてネットワークの１つ以上のノードへ通信のための周波数及び／又
は時間リソース、特にＵＬリソースを割り当てるように適合されてもよい。一般に、この
ような機能を与えるように適合された任意のノードが基地局とみなされてもよい。
【０１４４】
　基地局又はより一般的にネットワークノード、特に無線ネットワークノードが無線通信
のための無線回路及び／又は制御回路を備えることが検討されてもよい。基地局又はネッ
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トワークノードが１つ以上のＲＡＴ、特にＬＴＥ／Ｅ－ＵＴＲＡのために適合されること
が想定されてもよい。無線回路は、例えば受信機デバイス及び／又は送信機デバイス及び
／又は送受信機デバイスを備えてもよい。制御回路はコントローラを含んでもよく、コン
トローラはマイクロプロセッサ及び／又はマイクロコントローラ及び／又はＦＰＧＡ（フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ）デバイス及び／又はＡＳＩＣ（特定用途向け集積
回路）デバイスを備えてもよい。制御回路はメモリを備える及び／又はメモリに接続され
又は接続可能であってもよく、メモリがコントローラ及び／又は制御回路によってリード
及び／又はライトのためにアクセス可能であるように構成されてもよいことが検討されて
もよい。基地局は、無線通信ネットワークのノードとして構成されてもよく、例えば直接
に関与するデバイスとして又は補助及び／又は調整ノードとして、デバイス間通信のため
に及び／又はデバイス間通信を可能にするために及び／又はデバイス間通信を容易にする
ために及び／又はデバイス間通信に参加するために構成されてもよい。
【０１４５】
　一般に、基地局は、コアネットワークと通信するように及び／又はサービスを提供する
ように及び／又は１つ以上のユーザ機器を制御するように及び／又は１つ以上のユーザ機
器とコアネットワーク及び／又は別の基地局との間の通信及び／又はデータを中継及び／
又は輸送するように及び／又は近接サービスに対応するように構成されてもよい。ｅノー
ドＢ（ｅＮＢ）は、基地局の例として想定されてもよい。基地局は一般に、近接サービス
に対応し及び／又は対応するサービスを提供してもよい。基地局は、発展型パケットコア
（ＥＰＣ）として構成され又はこれに接続され又は接続可能であり及び／又は対応する機
能を提供及び／又は当該機能に接続することが検討されてもよい。基地局の機能及び／又
は複数の異なる機能は、１つ以上の異なるデバイス及び／又は物理位置及び／又はノード
に分散されてもよい。基地局は、無線通信ネットワークのノードとみなされてもよい。一
般に、基地局は、無線通信ネットワークの２つのノード間、特に２つのユーザ機器間のデ
バイス間通信のために調整ノードとして構成されるかリソースを割り当てるとみなされて
もよい。
【０１４６】
　デバイス間（Ｄ２Ｄ）通信又は動作は一般に、無線通信ネットワークのノード間の通信
又は１つ以上のノードの対応する動作を指してもよく、これは特にＬＴＥ／Ｅ－ＵＴＲＡ
Ｎに従うネットワークの周波数スペクトル及び／又は周波数及び／又は時間リソースを利
用してもよい。通信は無線通信であってもよい。この文脈におけるデバイスは、無線通信
ネットワークのノード、特にユーザ機器又は基地局であってもよい。デバイス間通信は、
特に少なくとも１つのユーザ機器を伴う通信、例えば２つ以上のユーザ機器間の通信であ
ってもよい。デバイス間通信は、特にコアネットワーク及び／又は基地局又は調整ノード
よりも上のネットワークのレイアとの相互作用なしに基地局又は調整ノード又は中継ノー
ドを介して中継及び／又は提供されてもよく、又は基地局又は調整ノードが関与しない及
び／又は基地局又は調整ノードが単に補助サービス、例えばユーザ機器間のデバイス間通
信を対象としたメッセージのための構成データ又は送信構成又は関連情報を提供する２つ
のデバイス間、例えばユーザ機器間の直接通信であってもよい。後者の場合に、デバイス
間通信を実行するノード間を流れるデータ及び／又は信号が基地局及び／又は調整ノード
を介して輸送されなくてもよいことが検討されてもよい。対照的に、セルラー通信の間に
、ｅＮＢ／基地局／調整ノードよりも上のネットワークレイヤ、特にｅＮＢ／基地局／調
整ノードへケーブル／地上線を介して接続されてもよいコアレイヤが一般に関与してもよ
い。デバイス間通信の間、メッセージが提供及び／又は送信及び／又は受信されてもよい
。メッセージは、物理層送信のまとまりとみなされてもよいし又は当該まとまりによって
表現されてもよいし及び／又はこのようなものを備えてもよい。メッセージは、送信構成
に関する、特に関連情報に関する情報を例えばヘッダ及び／又はペイロードに含んでもよ
い。単方向メッセージは、コネクションレス通信のためのメッセージ及び／又は送信ノー
ドと受信ノードとの間の事前通信及び／又は事前接続が必要でない及び／又は利用可能で
ないメッセージ及び／又は応答又は応答プロトコル又はハンドシェークが期待できないメ
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ッセージであってもよい。
【０１４７】
　Ｄ２Ｄ対応デバイス又はノードとも呼ばれうるデバイス間通信のために構成された及び
／又はデバイス間通信を可能なデバイスは、デバイス間通信を提供するように構成された
、特に例えばＬＴＥ／Ｅ－ＵＴＲＡ要件に従って近接サービス（ＰｒｏＳｅ対応）が可能
なように構成された制御回路及び／又は無線回路を備えてもよい。Ｄ２Ｄ動作又は通信及
びセルラー動作又は通信は、相異なる動作タイプ又はモードとみなされてもよく、これは
一般に利用可能なリソースの同じプール、例えば割り当てられたリソース及び／又は同じ
キャリアからのリソースを用いて実行されてもよい。
【０１４８】
　一部の例において、‘Ｄ２Ｄ’又は‘近接サービス’（ＰｒｏＳｅ）又は‘ピア・ツー
・ピア通信’という用語は相互交換可能に用いられてもよい。
【０１４９】
　Ｄ２Ｄ対応ノードは、Ｄ２Ｄ対応であってもよいＵＥであってもよく、Ｄ２Ｄ対応又は
可能ＵＥと呼ばれてもよい。これは、直接無線リンク上で、すなわちこのエンティティと
別のＤ２Ｄ対応エンティティとの間で無線信号を少なくとも受信又は送信できる任意のエ
ンティティ又はデバイス又はノードを備えてもよい。Ｄ２Ｄ可能デバイス又はＤ２Ｄ対応
ノードは例えばセルラーＵＥ、ＰＤＡ、無線デバイス、ラップトップ、モバイル、センサ
ー、リレー、Ｄ２Ｄリレー、ＵＥのようなインタフェースを採用する小型基地局等に含ま
れてもよいし又はこれらを含んでもよい。Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは少なくとも１つの
Ｄ２Ｄ動作をサポートできる。Ｄ２Ｄ対応ノードは一般に、無線通信ネットワークにおけ
るセルラー動作及び／又は通信のために適合されてもよい。Ｄ２Ｄ対応ノードは一般に、
無線通信、特にＤ２Ｄ動作又は通信及びセルラー動作又は通信のための無線回路及び／又
は制御回路を備えてもよい。Ｄ２Ｄデバイスは、ハードウェアデバイスによって実行可能
な及び／又は例えばＵＥ又は端末のメモリに格納可能に構成されたソフトウェア／プログ
ラム構成であってもよく、これはＤ２Ｄ機能及び／又は対応する制御機能を例えばＵＥ又
は端末へ提供してもよい。
【０１５０】
　Ｄ２Ｄ動作は、Ｄ２Ｄ又はＤ２Ｄ通信に関する任意のアクション又はアクティビティを
備えてもよく、Ｄ２Ｄ通信と相互交換可能に用いられてもよい。Ｄ２Ｄ動作は、例えば、
Ｄ２Ｄのための及び／又はＤ２Ｄ動作における信号／チャネルタイプ又はデータを送信又
は受信すること、Ｄ２Ｄ通信によってデータを送信又は受信すること、Ｄ２Ｄのための制
御又は支援データを送信又は受信すること、Ｄ２Ｄのための制御又は支援データを求める
リクエストを送信又は受信すること、Ｄ２Ｄ動作モードを選択すること、Ｄ２Ｄ動作を開
始／始めること、セルラー動作モードからＤ２Ｄ動作モードに切り替えること、Ｄ２Ｄの
ための１つ以上のパラメータで受信機又は送信機を構成することを含んでもよい。Ｄ２Ｄ
動作は、Ｄ２Ｄに関するデータを用いて商用であってもよし又は治安をサポートするため
のものであってもよい。Ｄ２Ｄ動作は所定のＤ２Ｄサービスに固有であってもよいし固有
でなくてもよい。Ｄ２Ｄ受信動作は、Ｄ２Ｄ動作であってもよいし及び／又はＤ２Ｄ動作
に含まれてもよく、これは１つの例においてＤ２Ｄ受信動作以外も伴ってもよい。Ｄ２Ｄ
動作は一般に、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥによって実行され又は実行可能であってもよい
。Ｄ２Ｄ受信動作は、Ｄ２Ｄ対応ノードによって、Ｄ２Ｄデータ及び／又は信号を受信す
ることを含んでもよい。Ｄ２Ｄ送信動作はＤ２Ｄ対応ノードによって、Ｄ２Ｄデータ及び
／又は信号を送信することを含んでもよい。少なくとも１つのＤ２Ｄ動作を実行するＤ２
Ｄ対応ノードは、Ｄ２Ｄ又はＤ２Ｄモードにある又はＤ２Ｄ動作にあるとみなされてもよ
い。
【０１５１】
　（特にＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥによる）セルラー動作は、セルラーネットワークに関
する任意のアクション又はアクティビティ（任意の１つ以上のＲＡＴ）を備えてもよい。
セルラー動作の一部の例は、無線信号送信、無線信号受信、無線測定を実行すること、セ
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ルラーネットワークに関するモビリティ動作又はＲＲＭを実行することであってもよい。
【０１５２】
　Ｄ２Ｄ送信は、Ｄ２Ｄ対応ノード又はデバイスによる及び／又はＤ２Ｄ動作又はモード
又は通信における任意の送信であってもよい。Ｄ２Ｄ送信の一部の例は、物理信号又は物
理チャネル、専用又は共通／共有、例えば参照信号、同期信号、ディスカバリチャネル、
制御チャネル、データチャネル、ブロードキャストチャネル、ページングチャネル、スケ
ジューリング割り当て（ＳＡ）送信等を備えてもよい。直接無線リンク上のＤ２Ｄ送信は
、別のＤ２Ｄデバイスによる受信が意図されてもよい。Ｄ２Ｄ送信は、ユニキャスト、グ
ループキャスト又はブロードキャスト送信であってもよい。Ｄ２Ｄ送信は、無線通信シス
テムの上りリンク時間－周波数リソース上であってもよい。
【０１５３】
　調整又は制御又は割り当てノードは、セルラー送信とＤ２Ｄ送信とのうちの少なくとも
１つのために用いられる時間－周波数リソースを少なくとも部分的にスケジュールし、決
定し及び／又は選択し及び／又は割り当てるように適合されたノード又はネットワークノ
ードであってもよい。調整ノードはまた、別のＤ２Ｄ対応ノードのような別のノード、ク
ラスタヘッド、ｅノードＢのような無線ネットワークノード又はネットワークノード（例
えば、コアネットワークノード）、ＭＭＥ、位置決めノード、Ｄ２Ｄサーバ、ＲＮＣ、Ｓ
ＯＮ等）へスケジューリング情報を提供してもよい。ネットワークノード又は調整ノード
は、無線ネットワークノードと通信してもよい。調整ノードはまた、１つ以上のＤ２Ｄ対
応ノード又はＵＥのための調整を実行してもよい。調整は、集中方式又は分散方式で実行
されてもよい。調整ノードは、割り当てノードの機能を提供してもよい。ネットワークデ
バイスは、ハードウェアデバイス例えば制御回路によって実行可能及び／又はネットワー
クノードのメモリに記憶可能であるように構成されたソフトウェア／プログラム構成であ
ってもよく、これは例えばネットワークノードへＤ２Ｄ機能及び／又は対応する制御機能
を提供してもよい。
【０１５４】
　無線スペクトル：実施形態の少なくとも一部がＵＬスペクトル（ＦＤＤ）又はＵＬリソ
ース（ＴＤＤ）におけるＤ２Ｄ送信について記載されてきたが、実施形態はＵＬ無線リソ
ースの使用に限定されず、免許必要又は免許不要スペクトルに限定されず、任意の固有の
スペクトルに限定されない。
【０１５５】
　セルラーネットワーク又は無線通信ネットワークは、例えばＬＴＥネットワーク（ＦＤ
Ｄ又はＴＤＤ）、ＵＵＴＲＡネットワーク、ＣＤＭＡネットワーク、ＷｉＭＡＸ、ＧＳＭ
（登録商標）ネットワーク、セルラー動作のための任意の１つ以上の無線アクセス技術（
ＲＡＴ）を採用する任意のネットワークを含んでもよい。本書の記載はＬＴＥについて与
えられるが、ＬＴＥ　ＲＡＴに限定されない。
【０１５６】
　ＲＡＴ（無線アクセス技術）は一般に、例えばＬＴＥ　ＦＤＤ、ＬＴＥ　ＴＤＤ、ＧＳ
Ｍ、ＣＤＭＡ、ＷＣＤＭＡ、ＷｉＦｉ、ＷＬＡＮ、ＷｉＭＡＸ等を含んでもよい。
【０１５７】
　ネットワークノードは、無線ネットワークノード（これは、例えばＤ２Ｄ対応ノード又
はＵＥとの無線又はラジオ通信のために適合されうる）又は別のネットワークノードであ
ってもよい。ネットワークノードは一般に、割り当てノード又は調整ノードであってもよ
い。無線ネットワークノードの一部の例は、無線基地局、ｅノードＢ、中継ノード、アク
セスポイント、クラスタヘッド、ＲＮＣ等である。無線ネットワークノードは、無線通信
ネットワークに含まれてもよく、またセルラー動作をサポートしてもよい。ネットワーク
ノード、特に無線ネットワークノードは、特に無線通信のための無線回路及び／又は制御
回路を含む。無線ネットワークノードではないネットワークノードの一部の例は、コアネ
ットワークノード、ＭＭＥ、無線デバイスのモビリティを少なくとも部分的に制御するノ
ード、ＳＯＮノード、Ｏ＆Ｍノード、位置決めノード、サーバ、アプリケーションサーバ
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、Ｄ２Ｄサーバ（これはＤ２Ｄ関連機能の一部のみに対応してもよい）、ＰｒｏＳｅ機能
を含むノード、ＰｒｏＳｅサーバ、外部ノード又は別のネットワークに含まれるノードを
含んでもよい。任意のネットワークノードは制御回路及び／又はメモリを含んでもよい。
ネットワークノードは、サービスを受けるノード又はＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥへセルラ
ーネットワークのセルを提供する及び／又は送信及び／又は受信及び／又はＵＬ及び／又
はＤＬデータ交換又は送信を介して及び／又はこれのためにＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥに
接続される又は接続可能であるならば及び／又はネットワークノードがＤ２Ｄ対応ノード
又はＵＥに割り当て及び／又は構成データを提供するように及び／又はＤ２Ｄ対応ノード
又はＵＥを構成するように適合されるならば、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥにサービスを提
供するとみなされてもよい。
【０１５８】
　マルチプル・キャリア周波数又は機能は、同じ周波数帯内又は異なる周波数帯内の異な
るキャリア周波数、同じＰＬＭＮ又は異なるＰＬＭＮ、同じＲＡＴ又は異なるＲＡＴのう
ちの何れかを参照してもよい。Ｄ２Ｄ動作は、専用のキャリア周波数で生じてもよいし、
生じなくてもよい。ＦＤＤにおけるＤＬ及びＵＬキャリア周波数も異なるキャリア周波数
の例である。ここでの周波数帯は、ＦＤＤ，ＴＤＤ、ＨＤ－ＦＤＤ又は単方向（例えば、
一部の例においてバンド２９のようなＤＬオンリー帯）であってもよい。マルチプル・キ
ャリア機能は、キャリア集約機能を含んでもよい。
【０１５９】
　本書で用いられる‘Ｄ２ＤのためのＴＰＣ’という用語は、Ｄ２Ｄ送信の１つ以上のた
めの少なくとも１つの電力制御コマンド（例えば、ＳＡ、Ｄ２Ｄデータ、Ｄ２Ｄ同期信号
、Ｄ２Ｄ制御チャネル、Ｄ２Ｄディスカバリ送信、Ｄ２Ｄ通信のための任意のＤ２Ｄ送信
、Ｄ２Ｄディスカバリのための任意のＤ２Ｄ送信）を指すか又はこれを含んでもよい。‘
セルラーＵＬのためのＴＰＣ’は、１つ以上のセルラーＵＬ送信の送信電力を制御するた
めにネットワークノード又はｅノードＢによって又はこれを介して送信される少なくとも
１つの電力制御コマンドを含むかこれを指してもよい。２つの異なるタイプのＴＰＣは、
同じ又は異なるチャネル又はチャネルタイプを介してＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥへ同じ又
は別個のメッセージ内で送信されてもよいし及び／又は割り当てデータの１つの集合又は
パケット又はメッセージに又は割り当てデータの異なる集合又はパケット又はメッセージ
に含まれてもよい。
【０１６０】
　Ｄ２Ｄ対応ノードは一般に、Ｄ２Ｄ通信、特に送信及び／又は受信、及び／又は少なく
とも１つのタイプのＤ２Ｄ動作を実行するように適合されたノードであってもよい。特に
、Ｄ２Ｄ対応ノードは、端末及び／又はユーザ機器及び／又はＤ２Ｄ対応機械及び／又は
センサであってもよい。Ｄ２Ｄ対応ノードは、割り当てデータに基づいて、特に割り当て
データで示されるリソースに基づいて及び／又はこれを利用してＤ２Ｄデータを送信及び
／又は受信するように適合されてもよい。Ｄ２Ｄ対応ノードによるＤ２Ｄ通信及び／又は
送信は一般に、ＵＬリソース及び／又は対応するキャリア又は周波数及び／又は変調にお
いてであってもよい。この文脈において、リリースメッセージに応じて及び／又はこれに
基づいてＤ２Ｄ通信をとめることは、割り当てデータに基づいて送信することに対応する
とみなされてもよく、リリースメッセージは割り当てデータとみなされてもよい。（ＵＥ
のような）Ｄ２Ｄ対応ノードは、ＣＡ又はＣＡ動作のために適合され及び／又はこれが可
能であってもよい。特に、これは、１つ又は２つ以上のＣＣを送信及び／又は受信し及び
／又はキャリア集約を利用及び／又は参加するように適合されてもよい。
【０１６１】
　Ｄ２Ｄ対応ノードは、構成データに従って自身を構成するように適合されてもよく、こ
れはリソースの受信及び／又は送信及び／又は共有のためのリソース及び／又は機器及び
／又は特に構成データに基づくＤ２Ｄ動作及び／又はセルラー動作のセットアップ及び／
又はスケジューリングを含んでもよい。構成データは、Ｄ２Ｄ対応ノードによって、別の
ノードから、特にネットワークノードから受信されてもよい。ネットワークノード、特に
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制御及び／又は割り当てノードは一般に、特にＤ２Ｄ対応ノードへ、構成データを提供及
び／又は判定及び／又は送信するように適合されてもよい。構成データは、割り当てデー
タの形式であるとみなされてもよく及び／又はメッセージ及び／又はデータパケット（群
）の形式で提供されてもよい。
【０１６２】
　Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥを構成すること、例えばネットワークノードによるノードの
構成は、構成されるノード、すなわちＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥへ構成データを判定及び
／又は送信することを含んでもよい。
【０１６３】
　構成データの判定及びＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥへのこのデータの送信は、異なるノー
ドによって実行されてもよく、これはこれが互いの間で構成データを通信及び／又は輸送
しうるように、特に構成データを判定する及び／又は判定するように構成されたノードが
それを送信する又は送信するように適合されたノードへ構成データを送信しうるように適
合されてもよい。後者のノードは、例えば受信したデータを改善及び／又は修正及び／又
は更新することによって、構成データを受信及び／又は構成データに基づくメッセージを
中継及び／又は提供するように適合されてもよい。
【０１６４】
　送信電力（又は電力密度）は一般に、送信される信号の電力（又は電力密度）又は一般
に無線送信の電力を指してもよい。送信電力（又は電力密度）は特に、Ｄ２Ｄ対応ノード
又はＵＥの送信によって送信される信号の電力（又は電力密度）を指してもよい。送信電
力は一般に、固有のチャネル及び／又は周波数及び／又はセル及び／又はキャリア及び／
又は帯域幅及び／又はキャリア集約及び／又は一般セットアップを指してもよい。ＵＬ送
信電力又は短くＵＬ電力は、セルラー動作において及び／又はＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥ
にサービスを提供するネットワークノード、例えば基地局又はｅノードＢへ又はこれのた
めに、特にＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥによって送信される信号の電力を指してもよい。Ｄ
２Ｄ送信電力（又は電力密度）は、Ｄ２Ｄ動作において及び／又はＤ２Ｄ送信のために、
特にＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥによって送信される信号の電力（又は電力密度）を指して
もよい。送信電力（又は電力密度）は、時間単位又は間隔、例えばスロット、サブフレー
ム又はフレームを指すかこれに関してもよく、及び／又は送信電力制御は、このような単
位又は間隔のために実行されてもよく及び／又はこれにおいて更新されてもよい。電力制
御又は送信電力制御は一般に、送信電力及び／又は送信電力スペクトル及び／又は時間密
度を指してもよい。ＴＰＣフォーマット又はＴＰＣにおける電力制御コマンドは、電力を
制御するために用いられてもよく、及び／又はコマンド又はＴＰＣに基づいて及び／又は
これに従って電力を制御する少なくとも１つのこのようなコマンド又はＴＰＣメッセージ
をＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥに受信させるために用いられてもよい。コマンド又はＴＰＣ
は、ネットワークノード、特に基地局又はｅＮＢ又は割り当てノードから又はこれを介し
てＤ２Ｄ対応ノードへ送信されてもよい。
【０１６５】
　能力データ及び／又は能力インジケーション又はインジケーションメッセージは、能力
情報を提供及び／又は備えてもよい。この文脈において、能力は、キャリア及び／又は周
波数帯の組み合わせ上及び／又はＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥが構成されうるキャリア及び
／又は周波数帯の組み合わせでのＤ２Ｄ及びセルラー動作の同時実行をＤ２Ｄ対応ノード
又はＵＥが動作できるかどうか、及びＤ２Ｄ及びセルラー動作又は対応する組み合わせの
少なくとも一部を同時に実行するように動作可能及び／又は適合される。
【０１６６】
　能力（群）情報及び／又はインジケーション又はインジケーションメッセージは、Ｄ２
Ｄ及びセルラー動作を同時に実行するために第１Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥが構成されう
る及び／又は動作する及び／又は動作するように適合されるキャリア及び／又は周波数帯
の１つの又は少なくとも１つの又は複数の組み合わせを明示的又は暗黙的に示してもよく
、第１Ｄ２Ｄ対応ノードの能力に関するパラメータ及び／又はパラメータ値及び／又はイ
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ンジケーション及び／又は情報を備えてもよい。能力インジケーション又はインジケーシ
ョンメッセージは、Ｄ２Ｄ送信又はセルラー送信として送信され又は送信可能であっても
よい。Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥがＤ２Ｄ送信とセルラー送信との一方及び／又は両方と
してこのようなメッセージを判定及び／又は送信及び／又は判定及び／又は送信するよう
に適合されることが想定されてもよい。特に、Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥは、特に送信の
目標が第２Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥであるならば送信の目標が第２Ｄ２Ｄ対応ノード又
はＵＥであることに基づいて及び／又は対応するＤ２ＤリソースがＤ２Ｄ対応ノード又は
ＵＥであるならば対応するＤ２ＤリソースがＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥに割り当てられる
ことに基づいて、インジケーション又はインジケーションメッセージがＤ２Ｄ送信として
送信しても又は送信するように適合されてもよい。これに代えて又はこれに加えて、Ｄ２
Ｄ対応ノードは又はＵＥは、特に目標ノードがＤ２Ｄ対応ノードではなく及び／又はセル
ラー又はセルラーのみのリソースがＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥに割り当てられることに基
づいて、セルラー送信又は動作において又はこれで、インジケーション又はインジケーシ
ョンメッセージを送信し及び／又は送信するように適合されてもよい。Ｄ２Ｄ対応ノード
は、例えばＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥのメモリ又はストレージであってもよいメモリ又は
ストレージから読み出すことによって、能力情報を取得するように適合されてもよい。
【０１６７】
　Ｄ２Ｄデバイスは、例えば本書で記載されるように、能力情報を取得するための取得モ
ジュールを含んでもよい。これに加えて又はこれに代えて、Ｄ２Ｄデバイスは、本書で記
載されるように能力インジケーション又はインジケーションメッセージを送信するための
能力情報送信デバイスを含んでもよい。
【０１６８】
　Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥのセルラーＤＬ動作は、ＤＬにおける、特にセルラー動作に
おける及び／又はネットワークノード／ｅＮＢ／基地局からの送信の受信を指してもよい
。Ｄ２Ｄ対応ノード又はＵＥのセルラーＵＬ動作は、特にセルラー動作におけるＵＬ送信
、例えばネットワークノード／ｅＮＢ／基地局への送信を指してもよい。
【０１６９】
　記憶媒体は、データを格納及び／又は制御回路及び／又はコンピューティングデバイス
によって実行可能な命令を書くようするように適合されてもよく、命令は制御回路及び／
又はコンピューティングデバイスによって実行された場合に本書に記載される方法の任意
の１つを制御回路及び／又はコンピューティングデバイスに実行及び／又は制御させる。
記憶媒体は一般に、コンピュータ可読な、例えば光ディスク及び／又は磁気メモリ及び／
又は揮発性又は不揮発性メモリ及び／又はフラッシュメモリ及び／又はＲＡＭ及び／又は
ＲＯＭ及び／又はＥＰＲＯＭ及び／又はＥＥＰＲＯＭ及び／又はバッファメモリ及び／又
はキャッシュメモリ及び／又はデータベースであってもよい。
【０１７０】
　割り当てられたリソースは一般に、周波数及び／又は時間リソースであってもよい。割
り当てられたリソースは、特に１つ以上のキャリア及び／又は帯域幅及び／又はサブキャ
リア及び／又は時間関連情報に関する、特にフレーム及び／又はスロット及び／又はサブ
フレームに関する、及び／又はリソースブロック及び／又は時間／周波数ホッピング情報
に関する周波数関連情報を含んでもよい。割り当てられたリソースは、ＵＬリソース、例
えば第２Ｄ２Ｄ対応ノードへ及び／又はこれのために第１Ｄ２Ｄ対応ノードが送信するた
めのＵＬリソースを特に指してもよい。割り当てられたリソースの送信及び／又は割り当
てられたリソースの利用は、割り当てられたリソースで、例えば示される周波数及び／又
はサブキャリア及び／又はキャリア及び／又はタイムスロット及び／又はサブフレームで
データを送信することを含んでもよい。一般に、割り当てられたリソースはリリース及び
／又は割り当て解除されてもよいことが検討されてもよい。ネットワーク又はネットワー
クのノード、例えば割り当てノードは、リソースのリリース又は割り当て解除を示す対応
する割り当てデータを１つ以上のＤ２Ｄ対応ノードへ判定及び／又は送信するように適合
されてもよい。したがって、Ｄ２Ｄリソース割り当ては、ネットワークによって及び／又



(34) JP 2017-532807 A 2017.11.2

10

20

30

40

50

はノート、特にＤ２Ｄ通信に参加する又は参加することを意図するＤ２Ｄ対応ノードをカ
バーするセルラーネットワークのセル内及び／又はセル内のノードによって実行されても
よい。
【０１７１】
　割り当てデータは、割り当てノードによって割り当てられるリソースを示す及び／又は
与えるデータ、特にＤ２Ｄ対応ノードのためのＤ２Ｄ通信にどのリソースが予約又は割り
当てられるか及び／又はどのリソースをＤ２Ｄ対応ノードがＤ２Ｄ通信のために使用して
もよいかを識別する及び／又は示すデータ、及び／又はリソース許可又はリリースを示す
データであるとみなされてもよい。許可又はリソース許可は、割り当てデータの一例であ
るとみなされてもよい。割り当てノードはノードへ直接に及び／又は間接的に、例えば中
継ノード及び／又は別のノード又は基地局を介して割り当てデータへ送信するように適合
されてもよい。割り当てデータは、特に標準、例えばＬＴＥで規定されてもよい事前に規
定されたフォーマット、例えばＤＣＩフォーマットに従って、制御データを含んでもよい
し及び／又はメッセージの一部であり又はこれを形成してもよい。特に、割り当てデータ
は、すでに割り当てられていてもよいリソースを予約又はリソースを解放するための情報
及び／又は命令を含んでもよい。一般に、割り当てデータは、例えば第１Ｄ２Ｄ対応ノー
ドについて特に送信の電力レベルに関する送信モード及び／又は構成を示しても及び／又
は指示してもよい。第１Ｄ２Ｄ対応ノードは一般に、割り当てデータに従って送信構成を
実行するように、特に対応する電力レベルをセットするように適合されてもよい。割り当
てデータがＴＰＣを含むか及び／又はＴＰＣフォーマットにおいて実装されることが検討
されてもよい。
【０１７２】
　Ｄ２Ｄ送信は、セルラー及び／又はＵＬ送信とは異なるタイプのものであるとみなされ
てもよい。送信は、特定の周波数及び／又はスペクトル及び／又は帯域幅及び／又はキャ
リアに関してもよい。
【０１７３】
　受信機又は受信機チェインは一般に、送信能力が含まれてもよい送受信機構成によって
提供されてもよく、送信能力が含まれないように実装されてもよい別個の構成として提供
されてもよい。
【０１７４】
　測定ギャップは、特にサービングセル又は所与のキャリアに関して送信及び受信が生じ
ない時間ギャップ又は間隔を指してもよい。（少なくともサービングセル又は所与のキャ
リアにおいて）ギャップの最中に信号送信又は受信が存在しないので、Ｄ２Ｄ対応ノード
又はＵＥは別の又は対象のセル又はキャリアへ切り替える及び／又は同じ受信機を利用し
て例えば信号品質について対象のセル又はキャリア上の測定を実行できる。
【０１７５】
　「周波数内」という用語は、例えば利用可能な同じ周波数を有する（異なるＢＳによっ
て提供されてもよい）隣接セル間の同じ周波数／帯域幅及び／又はキャリアに関する争点
を指してもよい。「周波数間」という用語は、マルチキャリア構成における異なるキャリ
ア間の異なる周波数／帯域幅及び／又はキャリアに関する争点を指してもよい。
【０１７６】
　受信動作は、測定されるキャリア／周波数への受信機切り替えが実行されてもよい測定
ギャップにおいて実行されてもよい測定動作、例えば信号品質測定を含んでもよい。
【０１７７】
　一部の用いられる略語：
３ＧＰＰ：第３世代パートナシップ・プロジェクト
Ａｃｋ／Ｎａｃｋ：確認応答／否定応答、またはＡ／Ｎ
ＡＰ：アクセス・ポイント
ＢＥＲ／ＢＬＥＲ：ビット誤り率、ブロック誤り率
ＢＳ：基地局
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ＣＡ：キャリア集約
ＣｏＭＰ：調整マルチポイント送受信
ＣＱＩ：チャネル品質情報
ＣＲＳ：セル固有参照信号
ＣＳＩ：チャネル状態情報
ＣＳＩ－ＲＳ：ＣＳＩ参照信号
Ｄ２Ｄ：デバイス・ツー・デバイス
ＤＬ：下りリンク
ＥＰＤＣＣＨ：発展型物理ＤＬ制御チャネル
ＤＬ：下りリンク。一般にノードへの／ネットワークコアから（物理的に及び／又は論理
的に）離れる方向へのデータの送信を指す。特に基地局又はｅノードＢからＤ２Ｄ対応ノ
ード又はＵＥへ。しばしば、ＵＬとは異なる特定のスペクトル／帯域幅を使用する（例え
ば、ＬＴＥ）。
ｅＮＢ：発展型ノードＢ、基地局の一形態、ｅノードＢとも呼ばれる。
Ｅ－ＵＴＲＡ／Ｎ：発展型ＵＭＴＳ地上無線アクセス／ネットワーク、ＲＡＴの例
ｆ１，ｆ２，ｆ３，…，ｆｎ：キャリア／キャリア周波数。異なる数字は参照されるキャ
リア／周波数が異なることを示してもよい。
ｆ１＿ＵＬ，…，ｆｎ＿ＵＬ：上りリンクのための／上りリンク周波数又は帯域における
キャリア
ｆ１＿ＤＬ，…，ｆｎ＿ＤＬ：下りリンクのための／下りリンク周波数又は帯域における
キャリア
ＦＤＤ：周波数分割複信
ＩＤ：識別子
Ｌ１：レイヤ１
Ｌ２：レイヤ２
ＬＴＥ：ロングターム・エボリューション、通信標準
ＭＡＣ：媒体アクセス制御
ＭＢＳＦＮ：マルチプル・ブロードキャスト単一周波数ネットワーク
ＭＤＴ：ドライブテストの最小化
ＮＷ：ネットワーク
ＯＦＤＭ：直交周波数分割多重
Ｏ＆Ｍ：オペレーショナル・アンド・メンテナンス
ＯＳＳ：オペレーショナル・サポート・システム
ＰＣ：電力制御
ＰＤＣＣＨ：物理ＤＬ制御チャネル
ＰＨ：電力ヘッドルーム
ＰＨＲ：電力ヘッドルーム報告
ＰＳＳ：プライマリ同期信号
ＰＵＳＣＨ：物理上りリンク共有チャネル
ＲＡ：ランダム・アクセス
ＲＡＣＨ：ランダム・アクセス・チャネル
ＲＡＴ：無線アクセス技術
ＲＥ：リソース要素
ＲＢ：リソース・ブロック
ＲＲＨ：リモート無線ヘッド
ＲＲＭ：無線リソース管理
ＲＲＵ：リモート無線ユニット
ＲＳＲＱ：参照信号受信品質
ＲＳＲＰ：参照信号受信電力
ＲＳＳＩ：受信信号強度インジケータ
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ＳＡ：スケジューリング割り当て
ＳＩＮＲ／ＳＮＲ：信号対ノイズ・干渉比、信号対ノイズ比
ＳＦＮ：信号周波数ネットワーク
ＳＯＮ：自己組織化ネットワーク
ＳＳＳ：セカンダリ同期信号
ＴＰＣ：送信電力制御
ＴＸ：送信／送信機、送信関連の
ＴＤＤ：時分割複信
ＵＥ：ユーザ機器
ＵＬ：上りリンク。一般にノードへの／ネットワークコアから（物理的に及び／又は論理
的に）近づく方向へのデータの送信を指す。特にＤ２Ｄ対応ノード又はＵＥから基地局又
はｅノードＢへ。Ｄ２Ｄの文脈において、これはセルラー通信においてｅＮＢへのＵＬ通
信のために用いられるのと同じであってもよいＤ２Ｄにおける送信に利用されるスペクト
ル／帯域幅を指してもよい。一部のＤ２Ｄ変形において、Ｄ２Ｄ通信に関与するすべての
デバイスによる送信は、一部の変形において一般に、ＵＬスペクトル／帯域幅／キャリア
／周波数であってもよい。
【０１７８】
　これらの及び他の略語はＬＴＥ標準定義に従って用いられてもよい。
【０１７９】
　この記載において、説明のため及び限定ではなく、本書に提示される技術の完全な理解
を提供するために、（特定のネットワーク機能、処理及びシグナリング工程のような）個
別の詳細が説明される。本概念及び側面はこれらの個別の詳細から外れた他の実施形態及
び変形が実施されてもよい。
【０１８０】
　例えば、概念及び変形はロングタームエボリューション（ＬＴＥ）又はＬＴＥアドバン
スト（ＬＴＥ－Ａ）モバイル又は無線通信技術の文脈で部分的に記載される。しかし、こ
れらはグローバル・システム・フォー・モバイル・コミュニケーション（ＧＳＭ）のよう
な追加の又は大体のモバイル通信技術に関連する本概念及び側面の使用を排除しない。以
下の実施形態は第３世代パートナシップ・プロジェクト（３ＧＰＰ）の所定の技術仕様（
ＴＳ）に関連して部分的に記載されるが、本概念及び側面は異なる性能管理（ＰＭ）標準
に関連しても実現されうることが理解されよう。
【０１８１】
　さらに、本書で説明されるサービス、機能及び工程は、プログラムされたマイクロプロ
セッサと関連して機能するソフトウェアを用いて、又は特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰ
ＧＡ）又は汎用コンピュータを用いて実装されてもよいことを当業者は理解するだろう。
本書に記載される実施形態は方法及びデバイスの文脈で明らかにされてきたが、本書で提
示される概念及び側面はまた、プログラム製品だけでなく制御回路、例えばコンピュータ
プロセッサ及び当該プロセッサに結合されたメモリを備えるシステムにおいて実施されて
もよいことが理解され、メモリは本書に開示されるサービス、機能及び工程を実行する１
つ以上のプログラム又はプログラム製品で符号化される。
【０１８２】
　本書に提示される側面及び変形の利点は前述の記載から十分に明らかであり、本書に記
載された概念及び側面の範囲から逸脱せず、その有利な効果のすべてを犠牲にせずにその
例示の側面の形式、構造及び構成において様々な変形がなされてもよいことが信じられる
。本書に提示される側面は多くのやり方で変更されてもよく、保護の任意の範囲は明細書
に限定されず以下の特許請求の範囲によって規定されるべきであることが理解される。
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